
ライマン・フランク・ボーム『オズの魔法使い』

:愛され続けてきたオズ

小田梨加

ライマン・フランク・ボ-ム『オズの魔法使い』

ドロシーはお百姓のおじさんとそのおかみさん、そして愛犬トトと一緒にカンザスの大草

原の小さな家に住んでいました。

そんなある日、突然たつまきがやってきて家ごと巻き込まれ空中に浮いてしまいました。

家が動かなくなったと思うと家は美しい緑の芝生が広がる素晴らしい風景のなかにありまし

た。

ドロシーが外に出てみると、奇妙な服装をした4人の魔女がやってきてドロシーに何か魔

法の力がそなわった銀の靴を渡しました。

ドロシーはカンザスから遠くはなれたところに来てしまったとわかるとその魔女に帰る方

法をたずねました。すると魔女はエメラルドの都に行って大魔法使いのオズさまに助けても

らうよう言いました。 ドロシーはもらった靴を履いて都を目指して歩き始めました。

何マイルも進んだところにトウモロコシ畑があり、そこにはぼろぼろのかかしが立ってい

ました。オズさまに会いに行くと伝えると、わらでできた自分は脳みそをオズさまに分けて

ほしいと言い、かかしとの旅が始まりました。

2人が木々の茂った道を歩いて行くとブリキのきこりに会いました。自分は心臓がほしい

と言い、きこりも旅についていくことになりました。

ドロシーとその仲間たちが深い森のなかを進んでいくと臆病なライオンに出会いました。

自分は勇気がほしいと言い、ライオンも旅に加わりました。

たくさんの危険を乗り越えて、 ドロシーたちはついにエメラルドの都にやってきました。

門番につれられてオズの住む宮殿につれてこられ、オズさまに会うことができました。オズ

さまの姿を直接見ることはできませんでしたが、オズさまは悪い西の魔女を殺したら願いを

かなえてやろうと言いました。

西の魔女を退治するためにウインキーの国をめざしてふたたび旅が始まりました。

西の魔女は望遠鏡のように自がよかったのでドロシーたちが自分の国にむかつているのに

すぐきづきました。そしてオオカミやカラス、ハチの大群にドロシーたちを攻撃させました。

しかしドロシーたちは力を合わせてこの敵をなんとかやっつけました。魔女の城にたどり着

くとドロシーは魔女に水をぶつかけました。すると魔女は溶けていき、みるみるうちに小さ

くなってしまいました。ついに魔女を退治したのです。

ドロシーたちはオズに会うためにまたエメラルドの都に帰ってきました。オズの玉座に行

くと、そこにはしわだらけで小柄な老人が立っていました。みんなはこの人がオズさまであ

ることに驚きました。願いを叶え7てもらおうとすると、その老人は、自分は魔法使いではな

いと言いました。都の者は魔法使いと信じているが自分はオマハで生まれたふつうの人間だ

と。 ドロシーたちは踊されていたことに腹が立ちました。
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みんなの望みを叶えるから2・3日時間がほしいと言いました。そして数日後、魔法使い

はまずかかしを自分の部屋に呼びました。そして頭の中のわらを取り出し、代わりにもみが

らをつめこみました。かかしは 1番の望みが叶えられて大喜びです。次にきこりが呼ばれま

した。魔法使いはきこりの左側の胸に四角い穴をあけて、おがくずの入った小さな絹の心臓

をいれました。きこりは喜びいさんでみんなの元に戻って行きました。次にライオンが呼ば

れました。魔法使いは戸棚から緑色のびんをとってきて中に入った液体を美しい皿につぎま

した。それを飲んだライオンは体中が勇気でいっぱいになったと大喜びです。数日経ってド

ロシーが呼ばれました。すると魔法使いは、気球に乗って一緒に帰ろうと言いました。魔法

使いも自分がだまし続けてきた都から逃げようというのです。

気球の準備をして飛び立ち始めたときドロシーはトトがいないことに気づきました。トト

を連れてくるためにドロシーは気球を降りましたが、しかし気球は止まりません。老人だけ

が1人旅立つて行きました。 ドロシーは家に帰る方法がなくなって絶望しました。

そこで都の兵隊に相談してみました。すると南の国の魔女なら叶えてくれるかもと教えて

くれました。 ドロシーたちは南の国に向けてふたたび出発しました。仲間に助けられながら

ドロシーは南の国に着き、魔女に会うことができました。魔女はかかしをエメラルドの都へ、

きこりをウインキーの国へ、ライオンをけものたちの住む大きな森へ、それぞれ行きたいと

ころに連れていく約束をしました。そしてドロシーには、靴のかかとを3回打ち合わせて3

歩歩くだけでその銀の靴が行きたいところどこへで、も連れて行ってくれると教えました。

3人に別れの挨拶をするとドロシーは早速教えられたとおりにしました。するとものすご

い勢いで空中を運ばれて行きました。きづくとドロシーはカンザスの草原にいました。 ドロ

シーに気づいたおばさんは「まあ、 ドロシー!Jと叫んでドロシーを強く抱きしめました。

「いったい、どこから帰ってきたの ?J rオズの国からよ。あたし、家に帰ってこられてほ
んとうに嬉しいの!J 

愛され続けてきたオズ

1888年、ライマン・フランク・ボーム(LymanFra出 Baum，1856・1919)と妻はサウスダコタ州のアパー

ディーンに移った。そこで彼は地方新聞の編集者になり、コラムも寄稿した。 wオズの魔法使い』

(1万eWondeだfulWizard of Oz)におけるカンザス州の描写は乾燥しきったサウスダコタでの経験に基づい

ている。

1899年、ボームはイラストレーターのデンス口ウと組んで詩集を発表した。この本は児童書として

その年のベストセラーになった。

1900年、 2人は『オズの素晴らしい魔法使い~ (日本語タイトル『オズの魔法使い~ )を刊行し批評

家から絶賛を浴びた。この話はボーム自らが子供たちに語って聞かせた物語がもとになっている。 2

年間にわたり児童書のベストセラーになり、その後ボームはオズの国や住人を扱った続編を13作も書

いている。ボ ムによるオズシリーズの最終巻「オズのグリンダJは彼の死後である1920年に刊行さ

れたが、シリーズは別の作家たちによって書き続けられてきた。

私はいままでこの物語を一度も読んだことがありませんでした。でもこの歳で読んでもとてもおも

しろく、これが長年世界中の人々に愛されている理由なのだなと思いました。 ドロシーとその仲間た

ちの友情にとても感動させられました。

(おだ・りか:欧米言語文化講座仏語圏)
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バウム『オズの魔法使い』

: 19世紀末のアメリカ経済

山浦絵梨奈

ライマン・フランク・バウム『オズの魔法使いJ

ドロシーは、アメリカにあるカンザス州の大草原の真ん中で、ヘンリーおじさんとエムお

ばさん、小さな黒い犬のトトと一緒に小さな家に住んでいました。 トトと明るく暮らしてい

ましたが、ある日、灰色をした空のむこうから、突然たつまきが近づいてきました。 ドロシ

ーとトトは家から逃げおくれてしまい、家ごと空にふきとばされてしまいました。

家の動きがとまり外に出てみると、信じられない光景がドロシーの目にとびこんできまし

た。まわりには美しい緑のしばふが広がり、大きな木々には実がたくさんぶらさがり、花が

さきみだれ、鳥がとび回り、小川がきらめき流れ、それはもうすばらしい風景でした。その

ときドロシーに、かわった格好をした人たちが近づいてきました。そのうちの女性が、 「す

ばらしい魔法使いさま、マンチキンの国においで下さり、東の魔女を殺していただき、本当

にありがとうございます。」といいました。彼女は北の魔女らしく、なんでも、 ドロシーの

家が落ちたおかげで東の魔女が死んだというのです。 rこのオズの国には4人の魔女がいて、
北と南がいい魔女で西と東は悪い魔女なのです。」と続けました。 ドロシーは、どうすれば

カンザスに帰ることができるのか、北の魔女にたずねました。すると、オズの国のまわりに

は砂漠が広がっていて、国を出ることができない、そう答えました。しかし、 「オズの国の

真ん中にある、エメラルドの都にいきなさい。たぶん、オズさまが助けてくれるでしょう。 J

といいました。大魔法使いオズが支配するエメラルドの都へは、黄色いレンガをしいた長い

道をず、っと歩いていかなければなりません。こうして、オズの魔法使いにあうため、 ドロシ

ーのエメラルドの都への旅が始まりました。

出発してまもなく、棒で背中をまっすぐにささえられたまま、 トウモロコシ畑を見下ろす

かかしに出会いました。かかしは生きていて、 ドロシーは棒をとってやりました。このかか

しは中身がわらなので、脳みそを持っておらず悲しんでいました。 rじゃあ一緒にエメラル
ドの都へいきましょう。オズさまに脳みそをわけでくれるようおねがいしましょう。」かか

しはとてもよろこんで、一緒に出発しました。

また歩いていくと、太くて低いうめき声がきこえてきました。すると、ブリキでできた人

聞が斧をふりあげたまま、じっと身動きせず、に立っていたのです。 ドロシーは油をさしてや

りました。ブリキのきこりは、体が全部ブリキになってしまい心臓がなくなってしまったの

で、心臓をほしがっていました。 rじゃあ一緒にエメラルドの都へいきましょう。オズさま
に心臓をいただけるようおねがいしましょう。」こうして、ブリキのきこりも一緒に出発し

ました。

ドロシーとその仲間たちが深い森をすすむと、ものすごいうなり声が聞こえてきました。

突然大きなライオンがみんなをおそってきたのです。 ドロシーは体の大きなライオンが弱い

ものいじめすることにおこり、おくびょうものといいました。するとライオンは、おくびょ

口。
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うものだと自分でもわかっている、だから勇気がほしいんだ、といいました。 rじゃあ一緒
にエメラルドの都へいきましょう。オズさまに勇気をいただけるようおねがいしましょう。 J

こうして、 ドロシー、かかし、ブリキのきこり、ライオン、 トトはまた、エメラルドの都に

向かつて出発しました。

たくさんの危険におそわれながらもみんなで乗りこえ、ついにエメラルドの都に到着しま

した。すると頭のてっぺんからつまさきまで肌も服も全部緑色の門番が立っていて、その男

は、エメラルドの都のきらめきで目を痛めないよう、緑のめがねをかけるよういいました。

おかげで目に映るものは全て緑色でしたが、とてもすばらしい景色でした。そしてとうとう、

オズの魔法使いに会えることになりました。オズは、ある時は大きなはげ頭、ある時は美し

い貴婦人、ある時はおそろしい獣、またある時は火の玉となって現れました。そのさまざま

な姿にみんなはとてもおどろきました。そしてみんなの望みを聞いたオズは、 ドロシーたち

が西の悪い魔女を殺すことができたらそれぞれの望みをかなえてやる、と約束しました。

西の魔女をたおすため、 ドロシーたちの旅が始まりました。旅の途中で、西の魔女の命令

をうけた飢えたオオカミ、カラス、黒いハチの群れにおそわれましたが、みんなやっつけま

した。そして1度はつかまってしまいましたが、ついに、西の魔女を水でとかして殺すこと

ができたのです。

エメラルドの都にもどり、 ド口シーたちはオズに、約束した望みをかなえるようたのみま

した。しかしオズはなかなかかなえてくれません。おこったみんながつめより、ライオンが

おどろかすと、部屋のすみに置いてあったついたてがひっくり返り、はげ頭で、しわだらけ

の顔をした、小柄な老人が立っていました。 rおまえは、いったいだれなんだ?Jと聞くと、
老人は「わしがオズの大魔法使いだ。」といいました。そう、この老人がオズの正体であり、

今まで国中の人々をだましてきた、ただ、のサギ師だ、ったのです。それを知りドロシーたちは

がっかりしました。望みがかなわないからです。

でも本当は、旅をしている間に、すでにかかしにはすぐれた脳みそが、ブリキのきこりに

は立派な心臓が、ライオンには勇気がそなわっていました。みんなはそれに気づいていなか

ったのですが、翌日、オズの小さな魔法によって、望みがかなったと思いこみよろこびまし

た。でもドロシーだけはちがいました。 rカンザスに帰りたい。」そう悲しみ泣いていたと
ころへ、エメラルドの都の兵士から、南の魔女をたずねてみるといい、といわれました。

ドロシーたちは南の国に向かい、南の魔女に会うことができました。南の魔女は、若くて

うつくしくみえました。 ドロシーの話を聞くと南の魔女は、 「あなたの銀のくつがあなたを

はこんでくれるでしょう。かかとを3回打ちあわせ、自分の行きたいところをいえばそれで

いいのです。」といいました。実は、東の魔女からとった銀のくつには、いろんな、すばら

しい魔法の力がそなわっていたのです。

カンザスに帰ることを決めたドロシーは、かかしゃブリキのきこりやライオンにそれぞれ

別れのあいさつをしました。長いあいだ一緒に苦労したので、別れるのはとてもつらいこと

でした。南の魔女にも別れをつげると、 トトをだいたままくつのかかとを3回打ちあわせて、

「エムおばさんのところにつれていって!Jといいました。 ドロシーはものすごいスピード

で空中をはこばれ、銀のくつで3歩あるいただけで突然止まりました。あたりをみまわして

みると、なんとそこは広々としたカンザスの草原の上だ、ったのです。

ドロシーは家の中から出てきたエムおばさんのもとへ走っていき、気づいたエムおばさん

はドロシーを強く抱きしめ、 「まあドロシー!いったいどこから帰ってきたの ?Jというと、

「オズの国からよ。あたし、うちに帰ってこられて本当にうれしいの!Jそう、 ドロシーは

いいました。
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19世紀末のアメリカ経済

I.作家と作品について

「マザー・グースの物語Jの大ヒットで童話作家として成功していたライマン・フランク・パウム

(Lyman Frank Baum 1856・1919)が、自ら子供たちに語ってきかせた物語を元に置き、 1900年5月に出

版した。凝った構成によるカラー図版の児童書は当時としては革新的であり、本はたちまち子供たち

の心をとらえ、増刷の追いつかない空前の人気作品となった。

n.金銀複本位制
「オズの魔法使いJは、金銀複本位制への移行が焦点となったアメリカの1896年の選挙を背景とし

ている。金本位制というのは、通貨を一定の量の金と常に替えることができる制度である。金銀複本

位制なら金銀の両方である。

1880年から1896年にかけて、アメリカの物価水準は23%下落していた。これは金本位制を採ってい

たアメリカ経済の拡大に対して、金貨の供給量が追い付かなかったためである。当時の農民のほとん

どが東部の銀行からの借金で開拓を行っていたが、デフレーションの発生は借金の実質的価値を増大

させ、西部の農民は苦しみ、東部の銀行が何もせずに潤うという事態が発生した。

故郷のカンザス州から遠く離れた不思議な土地に迷い込んでしまったドロシー(=アメリカの伝統

的価値観)は、かかし(=農夫)、ブリキのきこり(=工業労働者)、臆病だが雄叫びがすごいライ

オン(=民主党候補)と友達になる。そして迷ってしまった自分を家に帰すことができる魔法使いが

いるエメラルドの都を目指す。

一行はエメラルドの都(=ワシントン)に到着するが、そこでは皆が緑色の眼鏡(=緑色のドル紙

幣)をかけて世の中をみている。魔法使い(共和党候補者)は皆の願いをかなえられるようにみせか

けているが、偽者であることがばれる。

最後にドロシーは、自分の銀のくつの魔力(=銀も本位通貨にすること→金銀複本位制)を知って、

その力によりついに家に帰ることができた。

…金と銀、金本位制をめぐっての共和党と民主党の論争は1896年の大統領選挙において最も重要な

論点となったが、これに関して、 「オズの魔法使い」が寓話とも解釈されるようになった理由である。

(やまうら・えりな:欧米文化言語講座英語圏)
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ライマン・フランク・ボーム『オズの魔法使い』

:オズワールド

二宮亜哉奈

ライマン・フランク・ボーム『オズの魔法使い』

ド口シーは農夫のヘンリーおじさんとその奥さんのエムおばさんとアメリカのカンザス州

にある大草原に住んでいました。ある日、 ドロシーと飼い犬トトは、竜巻に巻き込まれ家ご

と吹き飛ばされてマンチキンという小人の国についた。

マンチキンは東西南北にひとりずっ魔法使いがいて、東と西には悪い魔法使い、南と北は

良い魔法使いがいた。そして、中央にエメラルドの都があり、オズという魔法使いがいると

いう。東の魔法使いは、 ドロシーの家が飛んできたとき、下敷きになって死んでしまった。

ド口シーはオズが、カンザスの家へ帰る道を教えてくれるかもしれないという情報をもとに、

エメラルドの都へ旅をすることになった。その途中、頭のからつぼなかかし、心のないブリ

キのきこり、臆病なライオンにあい、いっしょに都をめざすことになった。かかしは脳みそ

を、ブリキには心を、ライオンには勇気をもらうために。

エメラルドの都につくと、門番はみんなに緑色のめがねをかけさせた。だから何でも緑色

に見えた。オズは、ある時ははげ頭、ある時は貴婦人、ある時は火の玉になって現れ、 ド口

シーたちが西の悪い魔法使いを殺したら、それぞれの望みをかなえてやると約束した。

旅の途中、 ドロシーたちは西の魔法使いの命令をうけた飢えたオオカミ、カラス、黒い蜂

の群れに襲われたが、これを迎えうちにしたばかりか、ついに西の魔法使いを水でとかして

退治する。エメラルドの都にもどり、オズにのぞみをかなえるように頼んだ、ところ、オズは

ただ、の小さな奇術師にすぎないことがわかった。

みんながっかりしたところ、旅をしている聞に、

すでにかかしは優れた頭脳が、きこりは立派な心

が、ライオンには勇気がそなわっていた。そして、

「おうちのエムおばさんのところに連れて帰っ

て!J 

南の魔法使いに、両方のかかとを3度打ちつけ、

行きたいところを告げるようにいわれると、あっ

という聞にドロシーはカンザスの家へ……。

(大日本絵画出版)
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オズワールド

1.作者について

ライマン・フランク・ボーム。ニューヨーク州チッテナンゴ村でメソジスト派の家庭に9人兄弟の7

番目として生まれた。父ベンジャミンはドイツ系、母シンシアはスコットランド系であった。 Iライ

マンJの名は父方のおじに因むが、ボームはこのファーストネームを嫌っておりミドルネームの「フ

ランク」を常用した。俳優、戯曲家、自主映画制作者としての活動歴もある。

II. 作品について

「マザー・グースの物語Jのヒットで童話作家として成功していたライマン・フランク・ボーム(1856

年 ニューヨーク生まれ)が、自らが子どもたちに語ってきかせた物語を元に書き、 1900年5月に出

版した。 w.w・デンスローが挿絵を担当した。凝った構成によるカラー図版の児童書は当時として
は革新的であり、本はたちまち子どもたちの心をとらえ、増刷の追いっかない空前の人気作品となっ

た。初版のl万部は数週間で売り切り、翌年l月までにほぼ10万部が売れた。

オズはシリーズもので、ボームが書いたものは「オズの魔法使い」をはじめとし 14冊まである。

ボームの死後ほかの作家によって40冊まで続編が出されている。

III. 作品の背景と別の解釈

この「オズの魔法使いJ、金本位制の金銀複本位制への移行が焦点となったアメリカの1896年の選

挙を背景としています。金本位制というのは、通貨を一定の量の金と常に替えることが出来る制度で

す。金銀複本位ならば、金銀両方です。

1880年から 1896年にかけて、アメリカの物価水準は 23%下落していました。これは、北東部の銀

行に代表される貸し手には好都合でしたが、南部や西部の農家に代表される借り手には不都合でした。

デフレ対策として考えられていたのが、金銀複本位制の実施でした。実施すると国家内の貨幣量が増

えると考えられ、結果、デフレが抑制されるためです。

当時共和党候補だ、ったウィリアム・マッキンリーは金本位制維持を公約に掲げ、民主党候補のウィ

リアム・ジェニングズ・ブライアンは複本位制を支持しました。ブライアンは、 「労働者の頭に茨の

冠をかぶせるべきではない。人民を金の十字架にかけるべきではない(→金本位制の維持によるデフ

レで人民が苦しむこと) 0 Jと選挙演説時に述べています。

この論争は、 1896年の選挙直後に出版されたオズの魔法使いによって見事に寓話化されました。

なぜオズかと言うと、金の単位であるオンスはOzと表現されるからです。

故郷のカンザス州から遠く離れた不思議な土地に迷い込んでしまったドロシー(=アメリカの伝統

的価値観)は、かかし(=農夫)、ブリキの木こり(=工業労働者)、臆病だが雄叫びだけはすごい

ライオン(ブライアン候補)と友達になります。そして、迷ってしまった自分を家に帰すことができ

る魔法使いがいる、オズを目指します。

一行はオズ(=ワシントン)に到着しますが、そこでは皆が緑色の眼鏡(=緑色のドル紙幣)をか

けて世の中を見ています。魔法使い(=ウィリアム・マッキンリー)はみんなの願いをかなえられる

ように見せかけているが、偽者であることがばれてしまいます。

最後にドロシーは、自分の銀のスリッパの魔力(銀も本位通貨にすること→金銀複本位制)を知っ

て、その力によりついに家に帰ることになりました。

選挙は共和党が勝利し、金本位制が維持されましたが、選挙の前後にアラス力、オーストラリア、
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南アフリカで金が発見され、さらに金鉱石からの金抽出を容易にするシアン処理法が考案されため、

インフレは結果的に達成されることになりました。 1896年から 1910年までの聞に、物価水準は 35%

上昇したのです。

N. みんなに愛される理由

私は小さいころ「オズの魔法使い」をビデオで何回も見ていました。小さな子にとって次々に登場

するキャラクターの個性いっぱいの外見や性格の面白さ、可愛さがとっても面白く人気なのではない

かと思います。しかし、 「オズの魔法使いJは、子どもにだけではなく、大人たちにも愛されていま

す。それは何故か?私が思うに登場するキャラクターがどこか私たち人間に似ているから共感するか

らではないでしょうか?

かかしゃブリキのきこり、ライオンたちは、それぞれの脳みそ、こころ、勇気を探して旅に出ます。

けれど実際それらは、自分たちがないと J思っているだけで、本当は誰もが持っているはずのものだと

思います。誰だ、って考える力、優しさ、思いやり、勇気を自分の中に持っています。彼らはその使い

方を忘れてしまっただけ。それを、 ドロシーと旅をすることによって思いだしていったのです。それ

って私たち人聞が現実世界で悩んでいるものと一緒じゃないでしょうか?オズも私たちと一緒だと思

います。オズはただのドロシーと一緒の世界から来た人間だ、ったのに、周りが「大魔法使いJだと勝

手に思い込み、オズを恐れてなんでも願いを叶えてくれると言ったためオズは誤解を解きませんでし

た。長いこと暮らしてるうちに正体を明かすに明かせなくなってきてしまいました。こんなことよく

ありませんか?最初はちょっとしたことだったから黙っていた、誤解を解かなかった。しかし後々ど

うしようもなくなってしまった。そんなとっても私たちに似ているキャラクターたちだから、読んで

いてとても共感できるし、応援できるから多くの人に愛されているのではないかと思います。

V.物語を読んで
私たち人間は、 l人l人がみんな良いところを持っていて、誰もが輝く所を持っています。その輝き

をお互いに認め合うことが出来れば、きっとみんな素敵な友達になれます。人間、自分がうまくいか

なくてイライラしたり、友達のせいにしたりすることは、しょっちゅう、誰にだ、つであります。しか

し、そんな時こそ、 ドロシーたちのように、相手を思いやって、誰かの為に動くことを忘れないでほ

しいです。私たちは一生、人と助け合っていかなければなりません。そのためには、まずl番に相手

を思いやる気持ち、大切に思う気持ちを決して忘れないでください。私はこのようなとても大切なこ

とを「オズの魔法使い」から、学んだ気がします。みなさん!!もし忘れそうになった時は「オズの魔

法使いj を読んでください。そうすれば、きっと大切な何かが見えてくるはずです。

参考文献

Oオズの魔法使い(ライマン・フランク・ボーム著) 訳 武田正代 山形浩生
Oオズの魔法使い Wikipedia 

(にのみや・あゃな:中学校教員養成課程 保体)
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『エルマーのぼうけん』

:化学者ルース・スタイルス・ガネットが愛した色と数の世界

松江志穂子

<作品について>
Oアメリカ児童文学 WMYFATHER' S DORAGON~ は 1951年にアメリカで発行され、 1963年に『エルマーのぼうけ
ん』として日本で発行される。
0その後、 1964年に『エルマーとりゅう』、 1965年に『エルマーと16びきのりゅう』が発行され3部作品として広く読
まれる。
Oまた『ヱルマーの冒険』というタイトルでアニメ映画として1997年7月5日に公開されている。
<作者について>
作:ルース・スタイルス・ガネット (RuthStiles Gannetl 
1923年ニューヨーク市で生まれる。バッサ一大学卒業。化学者として医学研究所や電波探知機の研究所で勤務。児童図
書協議会の職員として働く。
絵:ルース・クリスマン・ガネット(RuthChrisman Gnn巴t)(作者の義理の母)
1896年アメリカ・サンタアナ市生まれ。現代アメリカの挿絵画家の中で最も有名な画家の一人。 1979年没。
訳:渡辺茂男
1928年静岡県生まれ。慶慮義塾大学卒業。ウエスタンリザーブ大学院卒業。ニューヨーク公立図書館児童部にて勤務。
慶慮義塾大学部図書館化学教授。 2006年没。

ガネット『エルマーのぼうけん』

9才のエルマーはある日、町で出会った猫からジャングルで輸送機としてひどい扱いをさ

れているりゅうの子どもの存在を知らされる。飛行機乗りになるという夢を持っているエル

マーは飛ぶことに関して人一倍敏感であり、その空を飛ぶりゅうの話を聞きて大変興味を持

ち興奮した。そして、勇敢で好奇心旺盛なエルマーは「飛びたいさ。飛べるなら、何でもす

るよJというような意気込みですぐさまりゅうを助ける任務を引き受けてしまったのである。

旅へ出る前に、猫からジャングルまでの道のりゃそこに住む動物たちのこと、必要な持ち物

などを詳しく教えてもらい、こっそりと夜の港の船に侵入し、いよいよ危険な大官険へと出

発した。

ジャングルにはたくさんの猛獣が住んでおり、エルマーはもちろんりゅうの所にたどり着

くまでに何度も猛獣の餌食になりかける。しかし、猫から指示された道具を上手く使い、狭

滑かっちょっと笑ってしまいそうな方法で普段怠け者の動物たちをだましていく。最後は、

ジャングル中の動物を巻き込み、間一髪のところでりゅうを助けだすことに成功した。

その後ヱルマーとりゅうは空を飛んでそれぞれの故郷へと帰るのであるが、 りゅうの故郷

ではりゅうの 15匹の家族が人間によって洞穴の中に閉じ込められていた。そこで動物園に

売り飛ばすという人間の計画を耳にしたりゅうは、何としてでも家族を助けなければならな

いと思い、エルマーに助けを求めに行った。途中何度か町の人々に目撃されながらもエルマ

ーの所までたどり着き、さっそく猫もいれた3人で家族を助ける計画を立てた。全て音色の

違う笛とラッパが 16ずつ・ピストル 1丁・ピストルの弾・丈夫なひもを 1束・板チョコ 6

枚・干しいちじく 6箱を持って、さあ出発だ!
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化学者ルース・スタイルス・ガネットが愛した色と数の世界

I.赤色×空色×黄色

赤色・青色・黄色と言えば色の三原色であり、りゅうの体色もほぼこの3色で構成されている。空

色については、ヱルマーの「将来飛行機を持つJという夢・空を飛ぶことへの撞憶を満たしてくれた

「掛け替えのない存在としてのりゅうj 、そして何よりも 2人で空間と時間を共にし紳を強めてきた

「空Jを強調して表現したのであろう。また、りゅうの家族は彼を含めて 16匹で成り立っているの

であるが、その一匹一匹の色や模様の違いには私たちの想像を一層楽しませてくれるような面白い個

性(違い)があり、それと同時に全体的には家族としての一体感を強めているような統一感も感じら

れる。

<りゅうの 16匹の家族>
0共通点:金色の羽・赤色の足先と爪と角
O父:空色一色/母:黄色一色
0女兄弟6匹:みな緑色ではあるが、厳密に言うと黄緑色から青緑色まで様々な緑色のりゅうがいる。
0男兄弟8匹:みな空色と黄色が基調ではあるが、縞模様の間隔が違っていてかつ、縦縞や横縞があったり、水玉模様や
ぽち・ぶちがあったり、パンダのように黄色と空色が配置(しかし頭と体と足一本が黄色で、他の足3本としつぼが空色
という面白い配置である)されていたりする。

上記で述べた色の三原色(つまり赤・青・黄)を多様に組み合わせて混ぜ合わせると、白と黒以外

の単色ができるが、まさにこのりゅうの家族も父・母の色を基礎とした様々な色が個性豊かに表れて

いる。特に、女兄弟の黄緑色から青緑色のグラデーションはまさに父・母の2色の色の割合を少しず

つ変えたものであり、 6匹の色を順番に並べて想像した読者はその美しさと、またそれぞれの微妙な

違いの中にも色の魅力を感じ取ることができるであろう。混色の素晴らしさを見事に体現したものと

言える。

さらに、作者はこのりゅうの家族のカラフルな色の光景が「イースターのお祭りの行列みたいだj

と記述している。イースターのお祭りとは復活祭とも呼ばれ、十字架にかけられて死んだイエス・キ

リストが3日目によみがえったことを記念する日である。祭りの行列は、太い鎖をイエス役の人につ

けて引きずり回すというとても危険なものであるが、参加したい人は誰でもグループをつくって申請

することができる。また、その他の習俗にはイースターエッグとイースターパニーというものがあり、

前者は殻に鮮やかな色彩を施した美しい包装をしたゆで卵を出す習慣であり、現在ではチョコレート

で作られた卵やお菓子を詰めたプラスティックの卵で代用されている。両者とも古来から豊穣のシン

ボル(卵とうさぎ)としてお祭りの際に用いられてきた。本書には記述されてはいないが、このイー

スターエッグもエルマーの世界の色の鮮やかさを感じさせるものがある。

イースター祭りの行列

くhttp://www.ima-earth.com/contents/entry 

.php?id=2009422155749> 
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このように、この作品では様々な色彩の主張がされており、読む者を視覚的に楽しませる実力と魅

力が確実に存在する。私自身もその魅力の虜となった一人であり、今なお記憶に刻まれた色彩の残像

が、本レポートを書くにあたってこの作品を選ばせた所以でもあることは事実と言えよう。また、私

が児童としてこの作品を読んでいた頃の影響力は多大なものであり、夏休みの工作で紙粘土を使用し

エルマーとりゅうの造形物を作ったり、授業の一環としてグループで「エルマーのぼうけんj の紙芝

居を作ったりした経験がある。つまり、私にとってこの作品は単に心に残る米文学作品というもので

はなく、幼少時代の多大な可能性を秘めた芸術的創造力を高めてくれた掛け替えのない存在なのであ

る。ちょうどエルマーとりゅうのように。

II.化学者ルース・スタイルス・ガネット

この作品の作者、ルース・スタイルス・ガネットはニューヨーク市で生まれ、バッサー・カレッジ

を卒業した後、しばらく化学者として医学研究所、及び電波探知機の研究所で働いていたが、自分の

本当の興味は児童文学にあると悟り、児童図書協議会の職員として働くようになったとある。化学者

から児童文学作者への移り変わりは稀のように思えるが、この作品の中にはやはり化学者を思わせる

ような特徴が多く見受けられ、読んでいる人が一層物語を楽しめるような役割を果たしている。

まず、エルマーとりゅうがみかん島から自宅へ帰る途中嵐に見舞われカナリアの島に漂着する場面

であるが、そとで流行している病気が「しりたがり病」なのである。島の王様が宝箱の中身を知りた

くて病気になり、さらに島のカナリアたちも王様が何を知りたがっているか秘密にされているためそ

れが知りたくて病気になるという少し込み入った展開である。ともかく、知りたくて仕方がない気持

ちが病にまで発展するという内容は研究を職としてきた化学者としての経験が反映されているように

も感じられる。

さらに、この作品ではどの部分を読んでいても読者が始終気になって仕様がなくなるような要素が

含まれている。それは、どんなものにでも数字をつける作者の記述法であり、時には無意味とさえ思

えるような綿密かつ徹底したこだわり様が感じられる。例えば、 「エルマーの持って行ったものは、

チューインガム・桃色の棒付きキャンデ、イー 2ダース・輪ゴム 1箱・黒いゴム長靴・磁石が lつ・歯

ブラシとチューブ入り歯磨き・虫眼鏡6つ・先の尖ったよく切れるナイフ 1つ・くしとへアブラシ・

違った色のリボン7本・・・ピーナッツバターとゼリーを挟んだ、サンドウィッチを 25と、リンゴを

6つ持ちました。 Jや「あんまりお腹が空いていたので、 トマトスーフを 3杯と、ライ麦のパンを 5

切れと、ミルクをコップに4杯と、たまごの目玉焼きを6っと、大きくきったカステラを2つ食べま

した。」等の記述である。確かに、前者のエルマーの所持品に関しては後々ジャングルで出くわす動

物たちの数に一致しており十分前触れの役割を果たし、作品の完成度を高める要素として効果的であ

るかもしれないが、後者の記述のように結局最後までその数字の意味を見いだせないものも多くある

のだ。特に異常なのがみかんの数である。この作品のストーリーではみかん島を経由してジャングル

や自宅へと移動をするため、みかんを食べる場面が相当な回数あるのだが、その数の足し引きにはど

のような意味が込められているのか解読することができなかった。

いうことなと、がわかって来ると面白くなってきて書きやすくなった。私自身も普段こういう課題が

出された時にしか本は読まないが、これを機に色々本を読んでみようと思った。

<みかんの数の変異>
(※「一Jマイナスマークは食べたという意味であり、 f=Jイコールマークはいくつ残ったかを示すものである)
①みかん島からジャングルへ行き、またみかん島へ帰ってくる間
3 1リュックにつめる一 7+7つめる-8 -.3 -3 -4 = 1 3 
②みかん島へ帰ってきてリュックからではなく木からそのまま取った分木から直接とって 19食べる。
③みかん島から自宅まで69リュックにつめるー 11-15-4-8-12-9-10=0
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さらに、①のみかんの最終的な残存量についてであるが、最後にみかんを4つ食べた場面において

「あと 13コしか残りませんj という記述があるにもかかわらず、その後リュックサックから 13の

みかんを取り出して食べたという記述がなく、②・③とまた新しいみかんの採取に取り掛かっている

のだ。数字にこだわる化学者ならば、結果をぼやかしたり適当な記述をすることはないと予想される

が、やはりその行方は特定できず、それならば逆に数字にこだわったのではないかと考えるようにも

なった。つまり、キリスト教が主な国教となっているアメリカでは 13という数字はキリストが死ん

だ日として不吉な数字とされているため、何かの暗示のために読者を惑わすよう仕向けたのではない

かと考えたのである。もちろん、この様な推測は勝手な判断であり、それを裏付ける理由も提示する

ことは出来ないのだが、気づけばこのような思索をする私は少なくとも作者の数字による妙技、もし

くは数字の世界への誘惑に完全にのめり込んでしまっていたことは確かである。多くの読者がこの本

を読み進める際、意識するでもなくペンを片手に取り数字を記録してしまっていたことであろう。そ

う、エルマーの作者ガネットは、豊かなユーモアと現実味あふれる細部描写をナンセンスと融合させ

ることのできる作者であると高い評価を受けている人物なのである。

(まつえ・しほこ:欧米言語文化講座 英語圏)

く参考資料>

URL 

作者について

http://www.fukuinkan.co.jp/ninkimono/elmar/writer.html 

復活祭について

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%A9%E6%B4%BB%E7%A5%AD#.E3.82.A4.E3.83.BC.E3.82.B9.E3.82 

.BF.E3.83.BC.E3.83.BB.E3.82.A8目E3.83.83.E3.82.BO
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アンドルー・ラング
『シンデレラーガラスのくつのものがたりー』

:シンデレラのストーリーは著者によってどのように違うのか

山口由華

アンドルー・ラング『シンデレラーガラスのくつのものがたり一』

むかしむかし、一人の男の人がいました。男の人はある女の人と二回目の結婚をしたので
すが、その女の人は、いつもえらそうにして、お高くとまっている人でした。女の人にして
も二回目の結婚で、二人の娘がいました。その娘たちときたら気まぐれで、本当に何から何
まで、その女の人にそっくりでした。同じように男の人も、幼い娘がいました。誰よりも思
いやりがあって、優しい心をもった少女でした。
結婚式がとり行われてまもなく、継母はその本性をあらわしはじめました。かわいらしく
て、人がよい、この少女がいると、自分の娘がなんともみじめにおもわれるので、ひどく邪
魔に思えました。そこで少女を、とびきりみじめな仕事につかせようと思いたちました。お
皿を洗わせ、テーブルをふかせ、自分や娘たちの部屋をめいっぱい掃除させました。部屋ま
でみじめにしようと、せまくて暗い、屋根裏部屋においやってしまいました。
少女は仕事がおわると、いつもかまどのある小部屋へ行きました。そこは灰でいっぱいで、
いつもその中で座っていました。そのためみんな少女を『灰かぶりひめ』という意味の、 『シ
ンデレラ』と呼びました。
あるとき、王子様がダンス・パーティを開くことになりました。シンデレラの家の二人の
姉にも声がかかりました。二人は大よろこびで、さっそくドレスはどれにしようとか、あれ
これなやみはじめました。けれども、シンデレラにしてみれば、面倒なことが一つ増えただ
けでした。というのも、姉たちの服をアイロンがけしなくちゃならないし、フリルをつけな
くちゃいけない、全部シンデレラの仕事なのですから。
ついに、楽しいその日がやってきました。二人はお城へ出かけていきました。二人の姿が
見えなくなってしまったとき、シンデレラは突然悲しくなって、泣き崩れてしまいました。
その時、シンデレラの乳母が、泣いているシンデレラを見つけて、どうしたの、とききまし
た。シンデレラは涙が次から次へと出てくるばかりで、ことばが出てきませんでした。そん
なシンデレラを見ていた乳母は、じつは、妖精の国生まれの、魔法使いだ、ったのです。 rお
まえは、ダンス・パーティに行きたいと思っている。違うかい ?Jシンデレラは、 「はい。」
とためいきまじりに答えました。乳母はシンデレラにむかつて、言いました。 rなんとかし
てやろうじゃないの。」
それから乳母は、シンデレラを部屋に連れて行き、言いました。 r庭に出て、カボチャを
もってきておくれ。」シンデレラはすぐに、畑の中で一番大きなカボチャを持ってきました。
でもシンデレラは、このカボチャのどこをどうして、ダンス・パーティに行けるようになる
のか、まったく思いもつきませんでした。ところが、乳母がカボチャをステッキでちょんと
たたくと、カボチャはたちまち、大きくて立派な馬車に変わってしまいました。それから乳
母はあっというまに、ネズミをステッキでたたき六頭のウマに、 ドブネズミを御者に、六匹
のトカゲを六人のめしっかいに変えてしまいました。乳母は、シンデレラにいいました。 rほ
おら、もうここには、ダンス・パーティに行くには十分な、馬車もお供も、そろったよ。」
シンデレラは;王かんとしていましたが、あることに気がつきました。 rあの、でも、わたし、
こんな汚いボ口では、行けない。 jそこで、乳母はステッキでシンデレラの服をたたきまし
た。するとどうでしょう、みるみるうちに、シンデレラの服は金や銀、宝石などをちりばめ
た、立派なドレスに変わってしまいました。そして、乳母は、一足の小さなガラスのくつを
シンデレラにあたえました。世界のどんなものよりかわいらしい、素敵なくつでした。こう
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して、シンデレラはすっかりおめかしして、馬車に乗り込みました。けれども、乳母は最後
に、シンデレラにある注意をしました。ダンス・パーティを楽しむのはいいけれど、夜中の
1 2時を超えてはいけないよ。もしちょっとでも過ぎたら、みんなもとにもと、ってしまうよ、
と。シンデレラは乳母に、 1 2時までにはダンス・パーティから帰ってきます、と約束しま
した。それから、すぐさま、馬車は走りだしました。
王子様は、素敵なお姫さまがやって来たときいて、お迎えしようと、さっと出てきました。
シンデレラが馬車からおりると、王子様が手を取って、ダンス・パーティの会場へ、案内し
てくれました。すると、会場はしいんとしずまりかえって、しばらくすると、ざわざわとみ
んなは騒ぎだしました。
「おい、あの人、たいへんな美人だ、ぞ。」
「ねえ、あの人、たいへんな美人じゃないかしら。 j
王様は、もうお年でしたが、それでもシンデレラの美しさには、びっくりしてしまいまし
た。王子様は、一緒にダンスをしましょう、と手をひいてシンデレラをフロアに連れていき
ました。
シンデレラがこうして、パーティを楽しんでいるうちに、 1 1 時45分の鐘がなりました。
シンデレラは慌てて、会場をあとにしました。
家にかえると、シンデレラは急いで、乳母を探しました。そして、お礼をいいました。あ
ともう一つ、シンデレラには言わなければならないことがありました。明日も、ダンス・パ
ーティに行きたい、ということです。というのも、王子様が、明日もぜひきてください、と
いってくれたからです。
翌日、シンデレラは昨日のパーティのときより、もっとおめかししていきました。王子様
はず、っとシンデレラのそばにいて、いつも優しい言葉をささやいてくれました。あまりにも
楽しかったものですから、シンデレラは時間のことなんて、すっかり忘れていました。する
とどうでしょう、 1 2時の鐘がなっているではありませんか。シンデレラはび、っくりしてと
ぴあがり、急いで会場をあとにしました。王子様は一生懸命追いかけましたが、シンデレラ
はもう行ってしまった後でした。けれど、シンデレラのガラスのくつが、片方残っていまし
た。王子様はそっとくつをひろいあげました。シンデレラは息をきらしながら、なんとか家
へかえりました。服はすっかりもとのボロにもどっていて、きれいだ、った馬車や服などはな
にもありません。ただ、お城で落としたガラスのくつのもう一方だけが、残っていました。
何日かたった日のこと、 トランペットがなって、王子様のことで、おふれがありました。
なんと、ひろったガラスのくつが、ひ。ったり足に入る女性を、王子様の花嫁にするというで
はありませんか。王子様にいわれたお役人は、いろんなお姫さまに、そのくつをはいてもら
いましたが、ひ。ったり入る人は、だれもいませんでした。
くつはまわりまわって、シンデレラの家にもやってきました。姉たちはなんとかしてくつ
に足をおしこもうとしましたが、どうにもこうにもなりませんでした。シンデ、レラはいいま
した。 1わたしにも、あわないかどうかだけ、やらせてもらえませんか ?J姉たちはぶっと
ふきだして、シンデレラをからかいました。でも、くつの持主を探しているお役人は、シン
デレラをじっと見つめました。お役人は、シンデレラがとても美しい顔をしていると、気づ
いたのです。そこでお役人は、こういいました。はいてごらんなさい、誰にも試してみよ、
といわれておりますので、と。
お役人が、シンデレラをイスに座らせ、足にくつをあてがうと、シンデレラの足に、ひ。っ
たり入ったのです。二人の姉は、び、っくりして、何も言葉が出てきませんでした。でも、次
の瞬間、もっとび、っくりしました。シンデレラが、ポケットからもう片方のガラスのくつを
とりだして、自分の足にはめたからです。そこへ乳母がやってきて、シンデレラのボ口をス
テッキでちょんとたたきました。シンデレラの服は、みるみるうちに、前よりももっときれ
いな服に変わってしまいました。さすがに二人も、ダンス・パーティで見たきれいなお姫さ
まが、シンデレラだ、ったことに気がつきました。二人はシンデレラに、今までひどいことを
たくさんしましたが、どうか許してください、とお願いしました。シンデレラは二人の顔を
あげさせて、ぎゅっとだきしめ、こういいました。 1いいんです、ほんとうに、いいんです。
ただ、わたしをいつも好きでいてくれたら、それだけでいいんです。」
シンデレラはその姿のまま、王子様の前へ案内されました。王子様は、今日のシンデレラ
が、今までの中で一番美しい、と思いました。
数日後、シンデレラと王子様は結婚式をあげましたとさ。

n
H
U
 

口

δ



シンデレラのストーリーは著者によってどのように違うのか

1.作品について
『シンデレラ~ (CindereUα)は、童話の一つで、その主人公である。 w灰かぶり姫』 ・『灰かぶり』 ・

『サンドリヨン』ともいう。グリム兄弟によるもの、シャルル・ペロー(CharlesPerrault，1628・1703)に

よるものが知られているが、より古い形態を残していると考えられている作品としてジャンバティス

タ・パジーレの『ペンタメ口ーネ』に採録された「灰かぶり猫」が挙げられる。中国にも楊貴妃がモ

デルと言われる「掃灰娘」という類話があるなど、古くから広い地域に伝わる民間伝承である。日本

ではペ口一版が有名である。児童向け作品として絵本・アニメなど様々な形で公表されている。なお、

英語 cinder、フランス語 cendre、 ドイツ語:Asche、イタリア語 cenereなどはいずれも「燃え殻J

「灰Jを意味し、各作品名はこれらの派生形である。和訳名の『灰かぶり姫』もこれらを汲んだもの

である。

II. ペローの描くシンデレラ
ガラスの靴を履かせ、カボチャの馬車に乗せるというモチーフを付け加えたのが、フランスの文学

者シャルル・ペ口ーであるといわれている。

III. グリム童話の中のシンデレラ
グリム童話はペローの影響を強く受けているといわれるが、この物語に関してはペローのものより

も原話により近いのではないかといわれている。ペローとの違いとして主に l、魔法使いが登場しな

い(当然カボチャの馬車も登場せず、代わりに白鳩が主人公を助ける) 0 2、美しいドレスと靴を持

ってくるのは、母親の墓のそばに生えたハシバミの木にくる白い小鳥。 3、ガラスの靴ではなく、一

晩日は銀、二晩目は金の靴である。 4、シンデレラが靴を階段に残したのは偶然脱げたのではなく、

王子があらかじめピッチを塗って靴が絡め取られたから。 5、王子が靴を手がかりにシンデレラを捜

す際、連れ子の姉たちは靴に合わせる為にナイフで足(長女が爪先、次女は腫)を切り落とす。しか

しストッキングに血が惨んで見抜かれる。 6、物語の終わり、シンデレラの結婚式で姉二人はへつら

って両脇に座るが、シンデレラの両肩に止まった白鳩に復讐としてチェスト(目潰し)されたところ

で物語が終わる。などが挙げられる。

N.バジーレの描くシンデレラ
ペ口ーやグリムよりも以前の17世紀の南イタリアで書かれた『灰かぶり猫』は、ペローやグリムよ

りも古い形と考えられ、両者と異なる部分がある。主人公のゼゾッラ(シンデレラにあたる)と継母

(当初は裁縫の先生)は実は同志で、ゼゾッラと不仲であった最初の継母を殺害して、継母と父の大

公を再婚させるが、後に継母が6人の実娘を迎えるとゼゾッラを裏切って冷遇する。その後、父の大

公が旅行中に継母の娘には豪華なお土産の約束をするが、ゼゾッラはただ妖精の鳩がくれる物が欲し

いとだけ答え、その後大公が妖精から授かったナツメの木の苗を土産として与えられたゼゾッラはそ

の木を大切に育てる。ナツメの木は実は魔法の木で彼女は木の魔法によって絹麗に着飾ってお祭りに

参加して国王の注目を集める。国王の従者に追いかけられたゼゾッラは履いていたピアネッレ 07世
紀のイタリアで履かれていた木靴)を落としてしまう。斎日に国王が国中全ての娘を百しだして靴を

履かせた結果、ゼゾッラだけが靴に合致して王妃に迎えられる。継母の6人の娘はその時の屈辱を母

親に伝えたところで幕が閉じる。パジーレの作品の最大の特徴は最初にゼゾッラ(シンデレラ)が最

初の継母を衣装箱に挟んで首を折って殺害する場面があることである。このシーンはグリム童話のl

つである「ねず、の木」と共通する側面を有している。

このように、著者によってシンデレラのストーリーは大きく違っている。さまざまなシンデレラス

トーリーを読み比べてみるのもよいだろう。

(やまぐち・ゆか:欧米言語文化講座 英語圏)
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A.A.ミルン『クマのフーさん~(フー横町に、イーヨーの家が、たつおはなし)

:愛される「おばかさん」

大沢麻友

A.A.ミルン『クマのプーさん~(プー横町に、イーヨーの家が、たつおはなし)

ある日、クマのプーは、ほかに、なにもすることがないので、なにかしようと思いました。

コブタは、なにをしているか、みてこようとおもって、コブタの家に出かけました。しかし、

コブタは家にいませんでした。それでも、まず、プーは、ねんのために、どんどんと、戸を

たたいてみることにし・・・・・・そうやって、コブタのへんじのないのをまつあいだ、からだが、

あたたかくなるように、とんだりはねたりしました。すると、きゅうに、うたがひとつ、あ

たまにうかんだのです、 「げんきにひとにきかすうたJとでもいいたいような、いいうたが。

ゆきやこんこん ;ぎこぽん

あられやこんこんぽこぽん

ふればふるほどぽこぽん

ゆきゃふりつもる ~~f こ ~~fん

それでもぼくのぽこぽん

それでもぼくのぼこぽん

つめたい このあしほ。こぼ?ん

ああだれがしろぽこぽん

「ぼくは、こうするんだ。まず、家にかえって、いま、なん時だかみる。それから、くびま

きでもひっかけて、イーヨーのところへ出かけて、このうたうたってやるんだ。」

あまりむちゅうで、かんがえながらいったものですから、とつぜん、目のまえに、じぶん

のいちばんじようとうのいすに、こしかけこんでいるコブタをはっけんしたときには、とて

もび、っくりしました。そして、あたまをかきながら、いったい、ここは、だれの家なんだろ

うか、とかんがえこんでしまったのです。

「きみ、出かけてるのかとおもったよ。」

「ちがうよ、プー。出かけてたのは、きみさ。 J

それから、プーは、何週間かまえから、十一時五分まえでとまっているとけいをみあげま

した。

「フ。ぼく、ちょっと、こうしたら、どうかとおもったんだ、。つまりね、いまは、家に

かえって、きみのうたをれんしゅうして、それから、イーヨーにあったとき、それ、うたっ

てやっちゃ、どんなもんだろ ?J

「だけど、れんしゅうしに家にかえるなんて、つまらないよ。だ、って、これは、とくに、

ゆきのなかでうたう『そとあるきのうた』なんだもの。 J

ふたりは、イーヨーのすんでいる「イーヨーのしめっ地」にやってきました。

「ぼく、かんがえたんだけど、だ、って、ほら、かわいそうに、イーヨーは、すむとこが、

ないじゃないか。コブ夕、きみには、家があるだろ?ぼくだ、って、家はもってる。だからさ、
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ぼく、イーヨーに家をたててやろうじゃないかつて、かんがえたんだ。 J

「すばらしいかんがえだ。このまつ林のむこうがわに、ぼうが、山もりあるよ。ぼく、み

たんだ。うんとこさと、あるんだ、つみあげて。 J

いっ;まう、クリストファー・ロビンは、そのあさ、家で、アフリカまでいって、かえって

くるあそびをしていました。そこへ、やってきたのが、イーヨーでした。

「わしは、わしのちいさな森のわきに、家をたてましたのさ。ところが、わしが、けさ、

出かけるときには、あった家が、かえったら、なかったんですわい。」

そこで、ふたりは、まつ林のわきの原っぱのすみの、イーヨーの家が、もうなくなってい

る場所までやってきました。

「そうれね。ぼうきれ一本のこらず!J 

「ほら、きこえるだろ?プーだ!それから、コブタと!J 

「家ができたよ!Jと、ふとい声が、うたいました。

r~ぎこぽん! Jと、きいろい声が、うたいました。

クリストファー・ロビンが、イーヨーの家がなくなったという、かなしいできごとについ

て、はなしました。

「その家どこにあったんです?J

「ここに。」

「ぽうで、できてたんですか ?J

「そうじゃ。」

「あれ!J 

「ず、っとあったかいんです。まつ林のあっちがわの、イーヨーの家のあるほうが。 j

そして、みんなで、かどを、ぐるっとまわっていってみると、そこに、とてもすみやすそ

うな、イーヨーの家があったのです。

「ふしぎはんぜ、ん。わしの家じゃ。わしは、わしが、たてたといったところにたてたんじ

ゃから、ここまで、かぜにふきとばされたにちがいない。」

イーヨーをそこへのこして、三人はかえりました。

そして、クリストファー・ロビンが、さんざんわらってしまうと、三人は声をそろえて「そ

とあるきのうたj を、うたいました。
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愛される「おばかさん」

I.作家と作品について

A.A.ミルンとは、正式にはアラン・アレクサンダー・ミルン (AlanAlexander Milne，1882-1956) 

というイギリスの作家である。代表作は、 『クマのプーさん』であるが、児童文学作品のほかにも推

理小説など多くの作品を著している。また、 『クマのプーさん』の英語名は"Winnie-the-P∞h"であり、
その題は、彼の息子のテデ、イベアのWinnipegと、ミルン親子が見た白鳥のPoohからヒントを得て名

づけられた。また、登場人物のクリストファー・ロビンは、彼の息子であるクリストファー・ロビン・

ミルンがモデルとなっており、その他のキャラクターも、クリストファーのテディベアがモデルとな

っているものが多い。

II.挿絵について

『クマのプーさん』の挿絵はE.H.シェパードによるものである。 wクマのプーさん』を原作として

作られたディズニーアニメの『くまのプーさん』の方が私たちには見慣れているため、原作の方が目

新しい感じがしてしまうが、素朴でほのぼのとした様子が非常にかわいらしい。また、主な違いとし

ては、原作では服を着ていないプーがディズニーでは着ていたり、緑の服を着ているコブタ(ピグレ

ット)がディズニーではピンクの服をきていたり…というようなものである。

皿.作品が愛される理由

今や、この作品を知らない人はほとんどいないだろう。これほどまでに広く、長く愛される理由は、

キャラクターたちのやりとりがおもしろく、また、その微笑ましい様子に読者の心が和むからだろう。

ディズニーアニメでクリスファー・ロビンがプーに対して「プーのおばかさん」と言うシーンをよく

見るが、プーは本当に「おばかさんj なのである。今回紹介した「プー横町に、イーヨーの家が、た

つおはなしj でも、プーは他のことを考えすぎて自分の家をコブタの家と勘違いしてしまったのであ

る。今回は登場していないものもいるが、他のキャラクターも基本的にはプーのように「おばかさん」

な性格のものが多く、やりとりにズレが生じていることもしばしばある。しかし、それでもキャラク

ターたちはいつも一生懸命で、何事も本気で考え、行動している。そこに愛らしさを感じる。

N. ~クマのプーさん』のススメ
『クマのプーさん』は大人でも子どもでも楽しめる作品であるが、私は、むしろ心にゆとりのない

大人に読んでもらいたいと思う。この作品を読めば、きっと緊張感もほぐれ、穏やかな気持ちになる

ことができるだろう。誰もが知る作品であるからこそ、一度原作を読んでおくのもよいのでは。

参考文献

『絵本 クマのプーさん』ぶんA.A.ミルン えE.H.シェパード やく石井桃子岩波書居

(おおさわ・まゆ:幼稚園教員養成課程)
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c. s.ルイス 『ライオンと魔女』

:勇気と裏切らない心

藤原涼子

C.S.ルイス『ライオンと魔女』

時は第二次世界大戦。ピーター、スーザン、エドマンド、ルーシィの4人兄弟は、空襲を

避けてロンドンから片田舎にあるお屋敷に疎開しました。

そしてある雨の目、末っ子のルーシィがあるがらんとした部屋にあるタンスの奥へと進ん

でいくと、雪の降る真夜中の森に出てしまいました。そして目の前には腰から上は人間で、

体はやぎのフォーンがいました。フォーンはタムナスと名乗りここがナルニアという国だと

教えてくれました。そしてルーシィは、ナルニアを支配するとんでもなく恐ろしい“白い魔

女"の話を聞きました。

元の空き部屋に戻ったルーシィは、他の3人に今見てきたことを興奮しながら話しました。

しかし誰にも信じてもらえない上に、さっきまでナルニアに通じていたはずの所はただのた

んすの板になっていました。

数日後、エドマンドがなんの気なしに例のたんすの中にかくれどんどん奥に進むと、その

内雪の降る森の中に出てしまいました。 r)レーの言っていたことは本当だ、ったんだけそう

思ったとき、鈴の音と共に、美しくもつめたい表情をした女の人の乗ったそりがエドマンド

の前で止まりました。

その女の人は、自らを“女王"だと名乗りました。そしてエドマンドがアダムの息子だと

分かると急に声色を変え、エドマンドに好物のプリンをたくさん与えました。女王によって、

魔法をかけられたプリンを食べたエドマンドは、いつの間にか兄と姉と妹がいること、妹は

すでにナルニアにきたことがあり、その時フォーンに会ったことなどを全て話してしまいま

した。プリンをもっともっとと欲しがるエドマンドに魔女は、 「次は兄弟を連れてあのこつ

の山の間にある我が館にきなさい。そうすれば、プリンをもっとやるだけでなくそちを王子

にしてやろう。ただし、今のことは兄弟には絶対言ってはならないからね。」と、エドマン

ドをうまく言いくるめたのでした。

そしてまた数日後、子どもたちはたまたまたんすの中に入りました。次第に4人はたんす

の中が寒いことや自分たちが木にもたれていたことに気が付きました。そうしていつの間に

かナルニアにたどり着いた4人は、ルーシィの案内でタムナスさんの家へと向かいました。

ところが驚くことにタムナスさんの家は、めちゃめちゃに壊れていたのでした。どうやら、

魔女によって連行されたようです。 rタムナスさんを助けたいけどどうしたらいいのかしら
・・・Jと因っている時に、タムナスさんの知り合いのビーバーと出会いました。そして4人に

こう言いました。 rアスランが動き始めたと噂です。もうこのナルニアに上陸した頃でしょ
う。」アスランがどういう人か子どもたちは知りませんでしたが、みんなその言葉に不思議

な感じを受けたのでした。

素敵な食事が終わり、子どもたちはビーバーにアスランのことを尋ねました。アスランは
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ナルニアの王で、古い言い伝えでアスランが来れば悪い時代は終わると言われており、とう

とうナルニアに戻ってきたとのことなのでした。また、悪い時代がおわるには4人の人間が

ケア・パラベル王座に就くことが必要だという古い言い伝えも教えてくれました。そして、

そのアスランと子どもたちが会えるよう自分が石舞台に案内するとビーバーは言いました。

そこでピーターが魔女と自分たちの関係を尋ねると、 2人のアダムの息子と 2人のイヴの娘

がケア・パラベルの王座に就くと、白い魔女の時代が終わるだけでは魔女の命までもが終わ

るということを教えてくれました。その時ルーシィが、エドマンドがいないことに気づきま

した。実はエドマンドは、アスランと自分たちが石舞台で会うところまで、聞いてそっと家か

ら出て行き、ふりしきる雪の中、女王の城へと歩いていったのでした。女王に今さっき聞い

た話を順にしていましたが、アスランと石舞台で会う話のところで女王は表情を変え、急い

で石舞台に向かう準備をするよう小人に命じました。

ここで今度はビーバー夫婦と 3人の子どもたちの方に話を戻します、一同は石舞台に向け

て出発しました。何時間か歩き、仮眠をとっていた時、突然鈴の音が聞こえました。全員が

魔女のそりの鈴の音だと思いましたが、その鈴の音はなんと、サンタのそりの音だ、ったので

す!魔女の魔法でクリスマスが来なくなっていたナルニアにクリスマスがやってきたのです!

サンタはピーターに l個の盾と l振りの剣を与えました。スーザンには l張りの弓、矢でい

っぱいの矢筒、小さな象牙の笛を与えました。ルーシィには、どんなけがでも治る薬の入っ

た瓶と、 1振りの短剣を与えました。そしてサンタはたちまちどこかにいってしまいました。

一同も再び立ち上がり、出発しました。そして一同は、魔女の魔法のどこかに狂いが来たと

気づいていました。日が落ち花々は閉じようとし始めた噴、ようやく石舞台へとたどり着い

たのでした。石舞台は原の真ん中にあり、奇妙な線や形が至る所に刻まれた大きく頑丈な一

枚岩でした。そしてその原の片隅には素敵なテントが張られていました。一同がふと右手を

見ると、そこにはたくさんの動物に固まれたライオン一一一。アスランが立っていました。

子どもたちはアスランの顔を見ょうとしましたが、その威厳のある王者の目をちらりと仰ぎ

見るだけで精一杯でした。怖じ気づきながらも、ピータ一、スーザン、ルーシィの順に挨拶

をし、工ドマンドが魔女の味方についてしまったことを話しました。アスランとピーターが

2人で話をしていると、だしぬけにスーザンの角笛がなったのでした。急いでテントに駆け

つけると、魔女の手下のオオカミがスーザンに襲いかかろうとしているではありませんか!

ピーターは死に物狂いでオオカミに剣をふるい、なんとかその獣を倒しました。

今度はエドマンドの方に話を変えなければなりません。エドマンドは歩いて歩いてこれ以

上歩けないほど歩かされました。するとどこからか蹄のとどろきなどが聞こえてき、あっと

いう聞にエドマンドの周りは恐ろしい騒ぎになりました。そのうちにエドマンドはアスラン

の送った救助隊に助けられ、共に石舞台に戻ることになりました。しかし残念なことに魔女

はまだ捕まっていないのでした。次の朝、エドマンドは3人の兄弟と仲直りしました。その

後魔女がやってきて、一同に古くナルニアが出来た頃に下された"もとの魔法"の話をし出し、

それに則り工ドマンドをよこせと言いだしました。するとアスランが「皆の者、下がってく

れ。」と言い、魔女と 2人でひそひそ話し始めました。しばらくたってアスランが「話が着

き、エドマンドをよこせというのをやめてくれた。」と言い、話し合いの結末を待っていた

全ての者が息を吹き出し安堵した。そして魔女はそそくさと帰って行きました。

魔女が逃げていくとすぐに一同は、ベルナの渡り場へと移動しました。夜になり、スーザ

ンとルーシィはテントの外へと出ました。するとちょうどアスランが森の中に入っていく所

でした。何も言わず、 2人は後をつけましたが、広い草原を通っているとき、 2人はアスラ

ンに見つかってしまいましたが、アスランは途中までならとついてくることを許してくれま

した。そして石舞台の少し前の所に来たとき、 「何が起こっても決して姿を見せてはいけな
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いよ。」と言って、行ってしまいました。それからの2人が見たことはこうだ、ったのです。
鬼やオオカミ、たくさんの妖怪といった魔女の味方がアスランを取り囲み、手足をくくり、

アスランの美しいたてがみを切ってしまいました。そして魔女が石で出来たナイフを持って、

アスランに近づいてきました。そして震える声でこう言いました。 rでは約束通りあの子の
代わりに貴様を殺してやろう。死ね。 j子どもたちは見るに堪えず、殺されるところは見ま

せんでした。

魔女たちがどこかへ行き、 2人が声を立てて泣いていたその時。ガラガラバーン
と言う大きな音がしました。見ると、そこにアスランが立っているではありませんか!その

復活は、なんの裏切りもない者が進んでいけにえになるとその死は振り出しに戻るという提

によるものでした。驚きながら喜び、 3人は女王の城へと向かいました。女王の城には女王
によって石にされた人々でいっぱいでした。アスランがその人たちを順に元に戻していきま

した。そしてアスラン、スーザン、ルーシィ、助けられた人々は戦いに向かいました。

戦いはアスランたちが着いてすぐに終わりました。エドマンドが魔女の杖を勇気を持って

壊したことが大きな勝因でした。そして4人はケア・パラベルの4つの王座に就き、ナルニ
アは「ピーター玉、スーザン女王、エドマンド玉、ルーシィ女王ばんざい!Jばんざい

の声の嵐でした。こうして4人は長い時をナルニアで過ごし、王として真っ当な仕事をこな
していきました。そんなある日、白しかをおっていた4人はある茂みの中へと吸い込まれる
ように足を進めて行ったのでした。そして次の瞬間!なんと衣装ダンスの中からからっぽの

部屋に躍り出ていたのでした。しかも、一同が衣装ダンスに隠れた同じ日同じ時間なのでし

た一一一。
さてこれで衣装ダンスの冒険のお話はおしまいです。けれどもこのナルニアの冒険は、よ

うやく始まったばかりなのです。

勇気と裏切らない心

1.作者について

作者C.S.ルイスは、 1898年に生まれ、 1963年に亡くなりました。彼は大学教授、文学研究家、批評

家、詩人、作家、キリスト教弁証家、といった色々な能力を持った人でした。また、彼が書いた本も

単行本になっているものだけで60冊を超えているのです。彼は小さい頃から3才年上のお兄さんである

ウォレンと一緒に「ボクセンJ(Boxen)という仮想の国を作って遊んでおり、父親の勧めで家の至る所

にあった本を読み、読書の習慣がついたことが結果的に彼に物語を書かせることになったようです。

II. 作品について
『ナルニア国物語』は、 C.S.ルイスが子ども向けに書いた最初で最後のおはなしです。出版の順

序と物語内の年代との順序は関係なく、全部で7作品に及びました。

III.勇気と裏切らない心
この話を読んでもっとも強く感じたことは、勇気の持つ力の大きさです。そもそも4人がナルニアに

入り込んでしまった時、そのまま元の世界に帰ることも可能でした。しかし4人がそのまま進んでいく

ことを決めたため、ナルニアは救われ、 4人もたくさんのことを学ぶことが出来ました。また、裏切ら

れた時、もう一度その人のことを信じるのはたやすいことではありません。そのため、一度は魔女の味

方についてしまったエドマンドを許すことも、勇気のいることだ、ったのではないかと感じました。

勇気と共に深く感じたことは、裏切らない心です。アスランが多くの人々に慕われているのは、周

りの人を裏切らないからだと思います。その証拠にエドマンドをすくいだすことが出来ました。

どんなに卑劣な人がいても立ち向かい、裏切らずに生きていく、そんな人生を過ごしていきたいと

思いました。
(ふじわら・りょうこ:幼稚園教員養成課程)
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シャルル・ペロー「長靴をはいたねこ」

:西洋で生まれた児童文学

坂口碧

シャルル・ペロー「長靴をはいたねこ」

昔、あるところに、粉ひきが三人の息子と暮らしていた。この親子は貧乏だ、った。粉ひき

が死んだ後に残されたものといえば、粉ひき小屋と、ろばと、ねこだけだ、った。一番上の息

子は粉ひき小屋を、その次の息子はろばをもらった。末の息子がもらったものは最後に残っ
たねこだけだ、った。

「兄さんたちはいいなあ。粉ひき小屋とろばさえあれば、二人で働いて暮らしていける。で

も僕がもらったのはこのねこ一匹。どうやって暮らしていけばいいんだろう…」

すると、ねこは主人の話を聞いてこう言った。

「なあに、がっかりすることなんかありませんよ。ご主人さま、ぼくに袋とやぶの中を歩き

回る長靴をください。そうしたら今にきっと、ぼくをもらってよかったと思う日がくるでし

ょっ。 J

さて、主人から頼んだものをもらうと、ねこはさっそく長靴をはき、袋を首にかけ、原つ

ぱへと出かけていった。原っばにはうさぎがたくさん遊んでいた。ねこは、袋の中にうさぎ

の好きなえさを入れ、そのすぐ傍でじっと死んだ、ふりをし、袋に飛び込んできたうさぎをさ

っと絞め殺した。ねこは、さっそく王様の御殿へ出向き、王様にお会いしたいと頼みにいっ

た。部屋へ通されると、ねこは丁寧にお辞儀をして言った。

「王さま、わたしの主人のカラバ公爵さまが捕まえたうさぎです。どうぞお受け取りください。 J

ねこは主人に、カラパ公爵なんていう立派な名前をつけてしまっていた。それからという

もの、ねこはうさぎだけでなく、しゃこなどの獲物を捕まえては王様の所へ届けた。王様は

喜んで受け取り、ねこにはお駄賃まで与えた。

ある日、ねこはこんなことを聞いた。なんでも王様が美しい王女と馬車に乗って、近くの

川べりへ遊びに出かけるのだという。

「ご主人さま、ご主人さま!今からぼくの言う通りにするんですよ。すぐにあの川へ行って、
水浴び、をしていてください。あとは、ぼくが上手くやりますから。」

突然のことにカラバ公爵は訳が分からなかったが、ねこの言う通り、j[[へ行って水浴びを

することにした。そこへ、王様の馬車がやってきた。ねこは主人の服を見えないところへや

ると、大声で叫んだ。

「助けて、助けて!カラパ公爵さまがおぼれちゃう!J 

叫び声を聞いて、馬車の窓から顔を出した王様の目に映ったのは、何度も獲物を届けに来

た、あのねこだ、った。すぐさま王様は、家来を呼んで、カラバ公爵を助けるよう指示した。
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ねこは、馬車のそばへ近寄ると、王様にこう言った。

「王さま、王さま!大変です!公爵さまがここで水浴び、をしていると、何者かが服をみんな

盗んでいってしまったんです!J 

王様はすぐさま家来に服を持ってこさせた。王様からもらった服を着ると、公爵は見違え

るほど立派に見えた。そんな公爵を一目見て、王女は公爵を気に入ってしまった。

「公爵、そなたも一緒に馬車に乗って、一回りしてみないか。」

王様に誘われ、馬車に乗る公爵。その様子にねこは大喜び。ねこは、馬車の先回りをして、

どんどん走っていった。その先には、百姓たちが牧場で草刈りをしていた。ねこは、世にも
恐ろしい声でこう言った。

「おい、王さまに聞かれたら、この牧場はカラパ公爵さまのものだと言うんだぞ。そう言わ

ないと八つ裂きにしちまうぞ!J 

まもなく、王様が牧場を通りかかった。』

「この牧場は、いったい誰のものなのだ。 J

「カラパ公爵様のものでごさやいます。 J

ねこに脅された百姓たちは、声を揃えて答えた。ねこはどんどん先回りし、行く先々で広

い土地を見つけては同じように人々を脅していった。走っていくうちに、ねこは立派な城に

辿り着いた。その城には、人食いの大男が住んでいた。なんと、今まで通ってきた土地はみ

んな、この大男のものだ、ったのだ。

「ごめんください。通りがかりの者ですが、殿さまにぜひご挨拶がしたいと思います。お目

にかからせていただけると、嬉しいのですが。」

人食いの大男は、ねこを迎え入れ、一休みしていくように、と言った。この大男がどんな

やつで、どんな魔法が使えるのかねこは調べていた。

「殿さま、あなたはどんな動物にでも化けられるという噂がありますが、本当になれるので

しょうか。あなたのような大きな方が、まさか、ねずみのような小さな動物なんかにはなれ

ないでしょうね。」

「何、なれないだ、って?この俺が出来ないことなどこの世にない。よし、見ていろ。」

そう言ったかと思うと、大男は小さな子ねずみに変身して床の上をちょろちょろと走って

いた。一瞬のうちに、ねこはねずみに飛びかかり、パクッと食べてしまった。

しばらくして、王様の馬車が城に到着した。

「王さま、ょうこそいらっしゃいました。ここがカラバ公爵さまのお城でございます。 J

王様は、公爵が大変な金持ちであることが分かり、王女も公爵のことを大変気に入ってい

る様子なのを見て、立派な婿を見つけたものだと、すっかりご機嫌になっていた。そして、

その日のうちに公爵と王女は素晴らしい結婚式を挙げ、幸せに暮らした。

さて、頭のいい、あのねこはそれからどうなったのかというと、偉い貴族になり、遊びで

しかねずみを追い回すことがなくなったという…
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西洋で生まれた児童文学

1.作者について

シャルル・ペロー (CharlesPerrault 1628""'-' 1703)は、フランス童話の生みの親として、世界中の

人々からよく知られている作家である。一方で、オルレアン大学で法学を学び、弁護として活躍する

傍ら、 17世紀後半のフランスの政治や文学の分野において、非常に重要な役割を果たした人物でもあ

った。 17世紀のフランスは、ルイ 14世が国を治めるようになってから国力が増大し、宮廷文化や文芸

が発展した時代だ、った。ペローは、当時の権力者コルベールから目をかけられ、アカデミー・フラン

セーズの会員に選ばれ、王室建築総監に任命された。ペローがこのように出世していったのには、生

まれっき活動家で、機敏だ、ったことが高く評価された要因ではないかと言われている。退官してから

も、ペ口ーは「新|日論争Jという文学史の上で非常に有名な事件で大活躍をした。これは、古代と近

代とどちらが優れているかについての論争であるが、ペローは「近代の方が優れているJということ

を主張するために、昔話の中でわざとルイ 14世の宮廷の描写を近代の象徴として織り交ぜ、その優位

性を誇張したのではないかと言われている。

II. 児童文学の誕生

1697年、ペローは『寓意のある昔話11(Histoires ou contes du temps p回se)という本を出版した。これ

は、民間伝承を詩の形にまとめ、教訓を加えたものだが、当時の風俗を反映させるなど子どもにも親

しみやすく書かれており、子どもを意識して書かれた初めての児童文学であると言われている。 r長

靴をはいたねこ」はその中のlっとして収められている。そのほかにも、ディズニーで長編アニメー

ション化された「眠れる森の美女Jや「シンデレラ」などもこの本に収められており、ペ口ーの物語

は、今も世界中の子どもたちに愛され続けている。

III.靴と人との関係

日本人と欧米人とでは、 「足J事情が異なっている。家の玄関で靴を脱ぐというのが日本の習慣で

あるのに対し、欧米ではみなベッドに入るまで靴を履いている。それは、欧米人にとって、靴を脱ぐ

という行為は裸になるということと同じようなことだと考えられているからである。それほど足元が

重要視されていることが分かる。このような靴に対する考え方、生活習慣の違いを背景に、この物語

を読んでいくことを勧める。きっと、たった一足の長靴をねこにあげた末の息子と、それをもらった

ねことの信頼関係の深さが見えてくるのではないだろうか。

(さかくも・みどり:欧米言語文化講座英語圏)
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ハンス・クリスチャン・アンデルセン『おやゆび姫』

:児童文学の魅力

小川陽香

アンデルセン『おやゆび姫』

昔々あるところに、子どもが欲しくて欲しくてたまらない女の人がいました。どれだけ願

っても願いが叶わなかったので、魔法使いのおばあさんに相談しました。するとおばあさん

は「これを大事にお育て。 Jと言って特別な大麦のー粒を女の人に渡しました。

女の人がそれを家にもって帰って植えてみると、みるみるうちに大きくなって、真っ赤な

チューリップが咲きました。よく見るとそこにはなんと小さな小さな女の子が座っていまし

た。女の人はその子を「おやゆび姫」と名付け、大事に育てることにしました。

おやゆび姫は本当に小さいので、クルミのからの上に、すみれの花びらをシーツ、バラの

花びらを敷き布団にして寝ることにしました。女の人は、おやゆび姫がいつでも遊べるよう

にとお皿に水を入れ、チューリップの花びらをボートにして置いておきました。お日様が大

好きなおやゆび姫は、そのボートに乗って太陽の下で歌いながら遊ぶのがお気に入りでした。

ある日おやゆび、姫が眠っていると、みにくいヒキガエルが一匹やってきました。ヒキガエ

ルはかわいらしいおやゆび姫を自分の息子のお嫁さんにしようと、くるみのからごと連れ去

ってしまいました。

ヒキガエルはおやゆび姫が寝ているクルミをハスの葉の上に置いて、息子とおやゆび姫の

新しいおうちを作り始めました。そうしているとおやゆび姫が目を覚まして、見知らぬとこ

ろに連れてこられていたので泣き出してしまいました。

近くにいたメダカたちがかわいそうなおやゆび姫を見て、みんなで力を合わせて助けるこ

とにしました。おやゆび姫が乗せられているハスの根元をガリガリとかじり始めたのです。

ず、っとかじっているとついにハスの葉が根元から切れて、おやゆび姫はハスの葉に乗ったま

ま川を流れていきました。

初めおやゆび姫は移り変わる景色を楽しんでいました。しかしそこに大きなコガネムシが

飛んできて、おやゆび、姫を連れ去ってしまいました。おやゆび姫はおびえて震えました。

コガネムシは

「かわいいな。コガネムシには見えないけどかわいいな。 J

と言っておやゆび姫に花の蜜をとってきて食べさせました。しばらくすると他のコガネムシ

がたくさんやってきて

「この子変だ。触角がない。」

「体が細すぎるなあ。足が二本しかないし。 J

と次々に言いました。今までかわいいと言っていた大きなコガネムシも、周りの意見を聞い

ているうちに、だんだんおやゆび姫のことをかわいいとは思わなくなってしまいました。そ

しておやゆび姫をヒナギクの上に置き去りにしてしまいました。おやゆび姫はコガネムシと

お友達にもなれず置き去りにされてしまったことがとても悲しくて泣いてしまいました。
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夏が終わり、秋が過ぎ、とうとう冬になってしまいました。おやゆび姫はいろんな葉つばを

使って雨や風をしのいでいましたが、冬の冷たい雪にはもう限界でした。

ある日どうしようもなくなって一人とぼとぼと麦畑を歩いていると、野ネズミのおうちに

たどり着きました。そこに住んでいた野ネズミのおばあさんはおやゆび姫を見ると

「まあ、なんでかわいそうに。 J

と言ってご飯を食べさせてくれました。

「この冬が終わるまでここにお住まいなさい。ただしおうちの仕事をちょいと手伝っておく

れ。」

と野ネズミのおばあさんが言ってくれたので、おやゆび姫はおばあさんの家に泊まることに

しました。

ある日おやゆび姫が言われた仕事をきちんとやっていると、近所に住むお金持ちのモグラ

がやってきました。野ネズミのおばあさんは、おやゆび姫にはひ。ったりのお婿さんだという

のですが、おやゆび姫には全くそんな気はありません。

モグラはつやつやのコートを着てめかしこんでやってきました。お家も大きくてとてもお

金持ちなのです。でもおやゆび姫はモグラのことが好きではありませんでした。なぜならモ

グラはおやゆび姫が大好きな太陽やお花のよさを分かつてくれないからです。

ところがモグラはというと、おやゆび姫の甘い歌声を聴いてからず、っとおやゆび姫のこと

が好きでした。そこで、野ネズミの家から自分の家まで通路を作って、いつでもおやゆび姫

が自分の家に来られるようにしました。

モグラと一緒に初めてその通路を通った時、途中でツバメが倒れていることに気づきまし

た。前を歩いていたモグラは死んだ、鳥を足で蹴ってよけました。でもおやゆび姫はツバメが

かわいそうでならなかったので、モグラが帰ってからツバメの所に行ってなでてやりました。

その晩、おやゆび姫は眠れませんでした。ベッドから飛び出して干し草で毛布を作って、

それをツバメの所にいって体にかけてやりました。 rさようなら、かわいい小鳥さん。どん
な日も楽しく歌ってくれてありがとう。 Jそう言っておやゆび姫が帰ろうとした時、ツバメ

の体からドクンという音が聞こえました。ツバメの心臓の音でした。ツバメは死んでなどい

なかったのです。おやゆび姫はペパーミントの葉を取ってきてツバメの頭にかけてやりまし

た。

翌朝、おやゆび姫がツバメの様子を見に行くと、生きてはいるものの目を開けるのがやっ

とのようでした。おやゆび姫は冬の間中ツバメの世話をすることにしました。精一杯ツバメ

の世話をするうちに、おやゆび姫はツバメのことが好きになってしまいました。

あっという聞に春が来て、ツバメもすっかり元気になり、おやゆび姫にお別れをすること

になりました。

「僕と一緒にいきませんか?J 

とツバメがおやゆび姫に聞きました。おやゆび姫はツバメのことが大好きでしたが、野ネズ

ミを一人きりにすればとても悲しむにちがいないと思って、ツバメの誘いを断りました。

おやゆび姫はとても悲しみました。ツバメと一緒に緑の森に行けなかっただけではなく、

これからず、っと暖かいお日様の下に出ることがもうできません。モグラと本当に結婚するこ

とになったのです。おやゆび姫はモグラとは結婚したくないということを野ネズミに言いま

したが、全く耳を貸してくれませんでした。

しばらくして結婚式の日取りも決まって、おやゆび姫がもう青空とはお別れだ、と d思って空

を見上げていると、あのツバメがやってきました。おやゆび姫はツバメにこれまでのいきさ

つを全て話しました。

「それなら、僕と一緒に南の国へいきましょう。背中に乗ってください。」
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ツバメがそう言うと、おやゆび姫は喜んでツバメの背中に乗りました。

ツバメはおやゆび姫を乗せて飛び立ちました。海を越え、山を越え、緑の国に着きました。

空は青く澄んで、太陽の下でお花畑が輝いていました。

「僕の家じゃ君はくつろげないだろうから、好きなお花を選んで。その上におろしてあげる

よ。 J

とツバメは言いました。おやゆび姫は

「とってもうれしいわ。 j

と言って大きな白いお花を選びました。ツバメがそのお花のところにおやゆび姫をおろすと、

おやゆび姫はとてもび、っくりしました。水晶のように透き通った、おやゆび姫と同じくらい

小さい人達がお花の上に住んでいたのです。

彼らは花の妖精でした。その中の王子様がおやゆび姫を見つけて言いました。

「なんてお美しい方だ。私のお嫁さんになってくれませんか。全ての花のお妃様となってく

れませんか。」

おやゆび姫にはその言葉が重みのあるものに思えました。ヒキガエルやモグラの言葉とは比

べ物にならないものでした。おやゆび姫は

「はい。 J

と返事をしました。

ツバメはお祝いの歌を一生懸命歌いました。でも本当は悲しかったのです。本当はおやゆ

び姫のことを愛していたので、決して別れたくはなかったのです。しかしツバメはまた南の

国からデンマークへ戻らなければなりませんでした。 rさようなら、さようなら。」ツバメ
はそう言いながら南の国を去りました。

ツバメはデンマークにある自分の巣へ戻りました。そこは童話を書くおじさんの住む家の

屋根でした。ツバメは巣の中で歌を歌いました。それはおやゆび姫が生まれて幸せになるま

でのお話の歌でした。
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児童文学の魅力

I.作家について

『おやゆび姫』の作者であるハンス・クリスチャン・アンデルセンは1805年、デンマークのオーデ

ンセで生まれ、貧しい家庭に育った。 1816年に父親が亡くなると、オペラ歌手になることを決め学校

を中退し、コペンハーゲ、ンに移った。幾度もの挫折を経験した後バレ工学校にも在籍した。デンマー

ク王や政治家のコリンの助力で大学まで行くことができた。

アンデルセンの童話作品はグリム兄弟の作品とは違って創作童話が多い。初期の作品では主人公が

死ぬ結末を迎える物も少なくなく、若き日のアンデルセンが死ぬ以外に幸せになる術を持たない貧困

層への嘆きと、それに対して無関心を装い続ける社会への嘆きを童話という媒体を通して訴え続けて

いた事が推察できる。

代表作品としては『おやゆび姫』の他に、 『裸の王様』、 『みにくいアヒルの子』、 『人魚姫』、

『マッチ売りの少女』などがある。

II.児童文学という名の文学作品

アンデルセン童話もグリム童話も子どもの頃に親に読んでもらって、ものによっては明確に思い出

せないのがあるものの、やはり深く印象に残っているものが多い。ただ小さい頃は聞いた話を素直に

解釈するため、話の矛盾点に気づいたり現実的に考えて不可能だという判断を下したりはしない。た

だ大人になって懐かしい童話を読み返してみるとおかしな点が多々見つかるものである。そしてまた

不可解な点だけではなく、裏に隠された意味や登場人物の心情などを感じ取ることができるようにな

っているので、改めて読んでみるというのは非常におもしろいものである。

おやゆび姫を読み直してみると、意外にも一番印象に残った部分は子どもの頃の記憶として思い出

せなかったラストシーンだ、った。おそらく子どもの頃は、おやゆび姫が花の妖精の王子様と結婚した

という時点でハッピーエンドとして解釈していたのだろう。しかしこの話では、ツバメがおやゆび姫

のことを愛していたのに結ぼれることができなかったというツバメの悲しみにも焦点をあてる必要が

あると思う。また、ヒキガエルのシーンも小さい頃は何も気に留めなかったが、集団心理の批判とも

とることができるだ、ろう。

このように「子ども向けのお話j の中にも大人が読むと新たな発見があって楽しめるものがたくさ

んある。児童文学とあなどらずに是非いろいろな作品を読んでもらいたいと思う。

(おがわ・はるか:欧米言語文化講座 英語圏)
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フランツ・カフカ『変身』

:不思議な現実を読む

河津美代子

フランツ・カフカ『変身』

グレゴール・ザムザという青年は、両親がこしらえた借金を返済するため、セールスマン

として毎日休まず働いている、立派な青年でした。両親のためにお金を稼ぐだけでなく、可

愛い妹が憧れの音楽学校に行けるようにと貯金もしている、優しい兄でもありました。

ある朝、グレゴールは胸騒ぎのする夢からさめると、ベッドの中にいる自分がとても大き

な虫になってしまっていることに気がつきました。一体おれはどうなってしまったんだ、と

彼は思いました。いま自分がいるのは確かに自分の部屋なのに、視界にうつる自分の体は褐

色で、足もたくさんあります。硬い甲羅のせいでなかなか起き上がれない彼は、やがてベッ

ドの中で自分の苦労を振り返り始めました。こんな状況でも、思うのは仕事のことです。旅

や出張が重なるうえに不規則な生活しかし彼は いつか会社の社長を見返してやろう、

親の借金返済を必ず成し遂げてみせよう、と強く d思っていたのでした。

毎朝グレゴールが通勤に使う汽車は5時発です。しかし、時計を見ると、もう6時半では

ありませんか。次の汽車に間に合ったとしても、社長の雷が落ちるのは当然、しかし彼は起

き上がることが出来ません。 5年の勤めの間にl度として休んだことはなかったのに、こん

なことになってしまったら、社長は両親に向かつて怠け者の息子のことを責めるのだろう。

そう考えていると、部屋の外から母親の声がしました。 rグレゴールや、出かけなくいいの
かい ?J彼はきちんと説明したいけれども、声を出そうとするとひいひい言ってうまく話せ

ません。なんとか「はい、はい、もう起きてますよ。」とだけ言えたけれども、その一寸の

問答のおかけで父や妹まで彼の心配をし始めました。 rグレゴール、一体どうした ?J r兄
さん、どこか悪いの ?J彼は毎日部屋に鍵をかけて眠っているので、誰も部屋に入ることが

出来ません。その自分の習慣を今更ながらに有難いと思いながら、なんとか自分の体を起こ

そうと、小さな足どもを動かしては試行錯誤していました。

その時、玄関口から物音がし、誰か来訪者があったかと思うと、それは、グレゴールの会

社の支配人でした。仕事場に来ないグレゴールを変に思ってわざわざ家まで訪ねてきたので

した。支配人はグレゴールの家族の前で彼の無断欠勤を非難し始めました。それを耳にした

グレゴールは我を忘れて、必死に、自分は今からでも仕事場に出向くことが出来るというこ

とを早口に訴えました。そうして彼は箪笥にもたれ掛かりながらなんとか立ち上がったので

した。

「たった一言でも分かりましたかね?我々をからかっとるわけじゃないでしょうな ?J支

配人はこう言いました。グレゴールは、やはり俺の言うことは皆には分からなくなってしま

ったのか?と思いながらドアのところまで行き、今頃密議が行われているであろう隣室の方

に聞き耳を立てました。どうやら錠前屋を呼ぼうとしているのを聞きながら、彼は夢中にな

って鍵に噛り付き、そうしてようやく、鍵を開けることに成功したのでした。
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扉の取っ手に頭を乗せて、倒れてしまわないようにそっと、グレゴールは自分の部屋の扉

を開けました。部屋の扉の向こうから現れた者の姿を見て、まずは支配人が「おおっ!Jと

声をあげました。母親はその場にへたへたと崩れ、父親は両手で目を覆って泣き出しました。

いつもどおりの景色をしている家のなか、自分の軍隊時代の写真がかかっている壁のちょ

うど向かいに立っているグレゴールは、自分はいたって平静を保っているといわんばかりに

語り始めます。 rすぐに着替えて、出かけます。」仕事への意欲も説得の言葉も、二言三言
聞かないうちに、支配人はグレゴールから目を離さないまま玄関の方へ後退し始めました。

このままではまずいと患ったグレゴールは四つんばいになって一事実これが立つよりも楽な

姿勢であったのですが一小さな足を動かしながら、逃げるように走り去る支配人の後を追い

ましたが、父親によってそれは祖まれました。父親はステッキを手にして「しっ、しっ」と

言いながらグレゴールを部屋の中へ追いやりました。父親のステッキから逃れようと必死に

動いたためにドア付近で怪我をして血まみれになりながらも、彼は最終的に自分の元いた部

屋に逃げ帰りました。

重苦しい眠りから覚めて、グレゴールは自分の部屋の中を這い出しました。優しい妹が彼

の大好きなミルクを壷いっぱいに入れて置いておいてくれましたが、それを飲んでもちっと

もおいしいと感じないので、彼はたいそうがっかりしました。彼の部屋の扉は閉ざされてい

て、誰も入って来ようとしません。それどころか、今は外から鍵もかかっています。

長い夜をソファの下で過ごして朝がやってくると、妹が恐る恐るグレゴールの部屋の扉を

開けました。ソファの下にいる彼を発見すると彼女は恐れている様子でしたが、置いておい

たミルクがちっとも減っていないのを見て、彼女は部屋の外からグレゴールが食べられそう

なものをこ守っそり部屋の中に運んできました。新鮮な食物よりも、古い、腐りかけた様な食

物の方が彼を惹きつけたことは、がっかりしたけれども、彼はそれらを涙さえ浮かべて食べ

尽くしました。食事の後はグレゴールが急いでソファの下に戻り、その聞に妹が食物の残骸

を一緒くたに片付けます。このようにして彼は毎日食事をもらえるようになりました。

この生活が始まって1ヶ月が経とうとしても、扉にぴったり体を寄せて外の様子に耳を傾

けると、家族の会話は殆どありませんでした。グレゴールがこのようなことになってしまっ

てからすぐに、父親は家族に一家の財産とこれからの見通しについて話して聞かせました。

以外に蓄えがあったことを知って彼は少し安堵しましたが、この財産はl年2年ほどで尽き

てしまうだろうと思えました。一家が貧しくなってから、セールスマンとして必死に働き、

家にお金をもたらしていたのは、グレゴールでした。そして彼は可愛い妹が音楽学校へ行け

るようにお金を貯め、クリスマス頃にはその計画を発表してやろうかと密かに考えていたの

でした。そうした理念も、今の彼には何の役にも立ちません。グレゴールが働くようになっ

てから父親はすっかり肥ってしまっていて働けず、母親は端息病みで2日に1度は呼吸困難

になります。そこで、次に働かなくてはならないのは、まだ17の小娘である妹ということ

になっています。それを考えると彼は悲しみで体が、火照ってくるのでした。

グレゴールは革のソファの上で横になり、張革を何時間も掻きむしりながら過ごすことが

しばしばでした。さもなければ椅子を窓際まで運んで行って窓の外を眺めているのですが、

もう以前のように鮮明な景色は見えなくなって視界はぼやけてしまっています。ある時彼が

いつもと同じく窓の外を眺めているとき、いつもより早い時間に部屋に入ってきた妹が、初

めてグレゴールの今の姿を目の当たりにしたのでした。その瞬間、彼女は後ろに飛び退いて

扉をピシャンと閉めてしまったので、彼はすぐさまソファの下に身を隠しました。自分のこ

の姿を少しでも妹に見せまいとするには大変な我慢が必要なのだろうと思えました。

優しい妹と違い、両親はなかなかグレゴールの部屋に入ってこれませんでした。妹にグレ
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ゴールのその日の様子を根掘り葉掘り聞くだけ聞いて、自分たちは部屋に入る勇気が出ませ

ん。特に父親と妹は母親をグレゴールの部屋に入れたがらず、引き止めていましたが、グレ

ゴールはついに部屋の外で「どうしても行かせてください。可愛そうな私の息子なのだから。」

と母親が父親と妹に向かつて叫んでいるのを聞き、やはり妹よりも母が部屋に来てくれたほ

うが良いのでは、と感じたのでした。

1日中横になっているのも退屈であるし、とうとう食事も楽しみと言えなくなってきた頃、

グレゴールは床だけなく、壁も天井も這い回る、というのを新たな習慣にし始めました。彼

が壁を這うとその跡が残るので、妹もすぐにそのことに気づき、彼が自由に這いまわれるよ

うにと部屋の家具を全て外へ出す計画を立てました。妹一人ではとても家具を運び出せない

ので彼女は母親に手伝ってもらうことにし、とうとう、母親がグレゴールの部屋の中へ入っ

てくることになりました。母親は恐る恐る部屋に入ってきて、妹と共に家具を持ち出そうと

しましたが、手を止めてこう言いました。 rグレゴールが、家具を片付けちまって喜ぶもの
やら。それにこういうことをすると、あの子に関してすっかり諦めてしまったようじゃない

か。あの子が元に戻った時、何も変わってないのが分かつて、その分この期間のことだ、って

すぐに忘れられるもんだよ。」これを聞いて、グレゴールは気づきました。俺は果たしてこ

の暖かい、親譲りの家具が並ぶこの部屋をあっさりと地獄へ変えてしまう気だ、ったのか。家

具というものが、たとえ這い回ることの妨げになろうと、それらを全て取り除くことはかえ

ってマイナスなのだ!

ところが、妹の意見は母親とは反対でした。今まで2ヶ月ものあいだ兄の部屋に出入りし、

世話をしてきたのは自分である、兄を一番わかっているのは自分である、と思っている様子

です。グレゴールが自由に動き回るのには家具は邪魔であると主張するのでした。母親はそ

んな妹に反抗することはなく、女たちはまた、作業を始めました。作業が進んでいくにつれ

てグレゴールはいてもたってもいられず、彼女たちが隣室で休憩している聞に、とっさにソ

ファの下からまかり出ました。せめて部屋にかかった一枚の絵だけは、、と思ってその絵の

かかった壁にひ。ったりへばりつきました。部屋に帰ってきた母親はその姿を見て叫び声をあ

げて倒れ、気を失ってしまいました。薬を探しに言って妹のあとを追って居間に出たグレゴ

ールは妹まで驚かしてしまいました。妹は手に持っていた薬の瓶を落として割ってしまい、

急いで居間を出て扉を閉めてしまいました。彼は自責の念に駆られ、壁や天井を這い回り始

めました。全てがぐるぐる回り始め、とうとう彼は目を回してしまって、大きなテーブルの

上にドスンと背中から墜落しました。

目が覚めると、ちょうと、父親が帰ってくる頃でした。妹から事情を聞いた父親はグレゴー

ルが何か悪いことをしでかしたように思った様子だ、ったので、彼は急いで自分の部屋に戻ろ

うとしました。部屋の扉にもたれかかっていると、父親が近づいてきて、以前の父親からは

想像も出来ない、しゃんとした様子でグレゴールの方へ向かつてきます。父親が近づけば彼

は逃げ出し、また立ち止まれば彼も立ち止まる、そんな堂々巡りで二人は部屋の中を動き回

りました。たくさんの足を動かして走り回っているうちにグレゴールは息切れし始め、頭も

鈍感になって何も考えられなくなってきた頃、彼目掛けて何かが飛んできました。

林檎です。父親が彼自掛けて次から次へと林檎を投げ始めたのでした。その攻撃に彼は逃

げ惑いましたが、ひとつの林檎が彼の背中に直撃し、めり込みました。彼は全身の力が抜け

てしまって、その場に伸びてしまいました。その時、目が覚めた母親が何事かと思って部屋

に入ってきました。母親は慌てふためいた様子で父親の方へ駆け寄り、グレゴールの命を助

けてやって、と嘆願し、父親の攻撃は収まりました。

誰も林檎を取り除こうとはしてくれなかったので、グレゴールはその重症を 1ヶ月以上も
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患うことになってしまいました。そのせいで彼はおそらく永久的に行動の自由を失ってしま

いましたが、家族が居間の扉を開くようになったので、わざわざ覗くようなことをしなくて

も彼は家族の姿を見ていることを許されたのです。居間では、母親が内職に謹み、庖員とし

て働き始めた妹は速記とフランス語の勉強をしています。父親は安楽椅子で居眠りをしてい

て、夜寝る時刻になってもなかなか寝室に行こうとしないので、いつも女二人の手を煩わせ

ています。働き疲れてへとへとなこの家族の、一体誰がグレゴールの世話をしてくれると言

うのでしょうか。今の状態でこの一家はぎりぎりなのでした。父親をやっと寝室へ移動させ

たあと、グレゴールの部屋の扉は再び閉じられます。暗闇の中で彼の背中の傷はまた痔き始

めるのでした。

仕事の疲れからか、グレゴールのために食べ物を用意してくれたり部屋掃除をしてくれて

いた妹も、以前のようにしっかりと彼の世話をしなくなりました。しかし、グレゴールに嫌

な顔ひとつしない手伝いのお婆さんが来てくれたので、世話がされなくなる心配はありませ

んでした。

この頃からグレゴールの部屋にはいらなくなったものが運び込まれるようになりました。

というのも、住居の一室を3人の下宿人に貸したからなのでした。それからというもの、家

族がこの下宿人に気を使いながら生活しているのを部屋から見つめることになりました。

ある日、いつものように下宿人達が食事を済ませ、ゆったり新聞を読んでいたとき、妹が

ヴァイオリンを弾いているのが聴こえてきました。下宿人達が居間で弾いてくれと頼んだの

で、グレゴールにも聴きやすくなりました。彼は久々に聴く妹のヴァイオリンの音色に弾か

れ、気づけば部屋から出てしまっていました。妹はとても美しい演奏をしていましたが、下

宿人達は飽き飽きといった雰囲気で、煙草までふかし始めていました。グレゴールは段々と

妹に近づいていき、そしてひとつの決心をしました。ここで弾いたって張り合いがない、妹

のスカートの裾を引っ張って自分の部屋へ誘おう。そうしたらもう妹を部屋から出しはしな

しし

近づいてきたグレゴールに気づいた下宿人たちは皆即座に父親に説明を求めました。父親

はなんとか下宿人の機嫌を損なわないよう試みていましたが、下宿人たちは部屋を解約する

ことを宣言し、居間を出て行ったのでした。

妹の手からヴァイオリンがするりと抜け、ばらんと音を立てて床に落ちました。グレゴー

ルはその場にうずくまっていました。 r私たち、こいつと手を切らなければだめ。」妹は言
いました。 rあれが兄さんだなんていう考えは捨てなくてはだめ。あれがいなくならなくち
ゃ。 J家族は皆その言葉に同意している様子でした。グレゴールが回れ右をしてゆっくりと

自分の部屋へ帰っていくと、妹によって扉はすぐさま閉じられました。

暗い部屋の中、今更になって、グレゴールは家族に対する愛情を思い起こしていました。

自分が消えなければならない、という決意はもしかすると、妹の言っていたそれよりも揺る

がぬ決意だ、ったのかもしれません。体の痛みは徐々に薄らいで、やがて首がひとりでにがく

んと落ちて、鼻腔から最後の息が弱くかすかに流れ出ました。

翌朝、手伝いのお婆さんによってグレゴールの死は家族に伝えられました。家族は安心し

た様子で、彼の屍体を見つめていました。家族は仕事を休んでその日を休養に使おうと決め

ました。 3人そろって郊外へ向かう電車に乗りながら、これからの生活について口々に語り

合いました。この先、一家はまんざら悪くもなさそうだ、と思えました。そして3人の新し

い生活が始まりました。
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不思議な現実を読む

なにか物語を読んで、その感想文を書いた経験はあったが、物語を自分の文で語りなおす、という

のは今までしたことがなく、とても新鮮だ、った。どう短くまとめてしまおうか、ここは多少長くなっ

たとしても絶対に語らなければならない場面ではないか、どうすればスムーズに物語を伝えることが

出来るか...そんなことを常に考えながら書いていたように思える。

特に私の選んだ、 『変身~ (原題:Die胎rwandlung，Frantz Katka [1883-1924ドイツ])という小

説の持ち味は、不思議な物語を、特に不思議に感じさせず、に語っていることだ。自分がこの小説を読

んだときに感じたそのおかしな感覚を取り除いてしまったら、この物語は一気に面白みがなくなって

しまうと感じた。不思議なことが起きているのにその原因がまったく分からない。解決方法も全くな

い。登場人物の心情が読み取れたりもしたので、全く同じように書くのではなく、少し短くしたり言

葉を変えたりしてその雰囲気を変えないように心がけた。

ひとつの物語を、自分の言葉で語りなおすのは、また、新しい発見も与えてくれる。この人はこん

な台詞を言っているが、本当はまったく反対のことをd思っていたのではないか?とか、この行動の裏

にはこうした感情があったのではないか?といった具合で最初に読んだ、時には思わなかったこと、気

づかなかったことを考え直させてくれる。グレゴールはどうして虫になっても仕事のことばかり考え

続けたのか?彼の家族の気持ちはどうなっていたのか?そもそもカフカはなぜこのような物語を書い

たのか?捉え方は本当に様々であるとd思った。だが、自分が語りなおしただけでは、それを読んだ人々

に私と同じ疑問はなかなか生まれ得ないだろうと思う。物語を、その印象のそのままに語る、という

のは難しいことであると感じた。

また、そもそも自分がこの小説を選んだ理由についても考えてみた。昔の物語のなかには、官険超

大作や、推理小説もあるのに、どうしてこの短い、不可思議な内容の小説を選んだのか。それはやは

り、初めて読んだときに受けた言いようのない不思議な印象が今でもず、っと心に残っていたからでは

ないだろうか。印象が大きかった物語ほど、他の人にも教えたくなるものなのだ。

(かわづ・みよこ:欧米言語文化講座 英語圏)
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ヤーコブ・グリム、ヴィルヘルム・グリム作『ヘンゼルとグレーテル』

:ドイツ児童文学を考察して

横納明衣

グリム兄弟『ヘンゼルとグレーテル』

ある深い森の奥に小さな小屋があった。しかし、その小屋は普通の小屋とは大きく違う事

があった。そしてその小屋の中には何人もの少年とl人のおばあさんがいた。少年たちはみ

んな、顔は色白で体は丸々と太っており、とても健康そうに見えた。それはおばあさんが毎

日少年たちに豪華でおいしい料理を食べさせてあげているからだ。一見その光景は幸せそう

に見えるが、少年たちがこうしていられるのは少しの間だけで、いつかはおばあさんに外に

連れて行かれて、その少年が帰ってくることは二度となかった。

ヘンゼルとグレーテルは2つ違いの兄妹で、父母と貧しいながらも幸せに暮らしていた。

ところがある日実母が亡くなって、継母を迎えてから状況は一変した。継母は我が強く意地

が悪く、ヘンゼルとグレーテルを邪険に扱った。もともと貧乏暮らしで食べ物に不自由して

いたが、村が大きな飢穫に襲われてからヘンゼルとク守レーテルたちはより一層貧しくなった。

そして食べ物に困った継母は父にこんな提案をした。

「翌朝4人で森に行きましょう。そして夜が更ける頃私たちだけ家に戻りましょう。する

と2人は森をさまようことになって猛獣たちの餌食になるわ。」

父親は最初は反対したが、継母が父の元に嫁ぐとき何不自由させない、というのが約束だ

ったため最後には継母の言うことに賛成した。このときヘンゼルはこのことを聞いていた。

そして翌日4人は森に出かけた。出発の際ヘンゼルとグレーテルはわずかなパンを1かけら
ずつもらった。森の奥に進む問ヘンゼルはもらったパンを来た道に小さくちぎって落として

いった。こうして帰り道をたどることができる、とヘンゼルは思った。しかし朝になりグレ

ーテルと帰ろうとしたら、パン屑は全て小鳥たちが食べてしまっていた。 2人はただひたす

ら森を歩いた。が、どれだけ歩いても家に帰れるどころかどんどん森の奥深くに歩いている

ような気がした。泣いているグレーテルを慰めながらヘンゼルはただ歩いた。

2人が空腹などにより体力の限界を感じて諦めかけたが、突然小さな小屋が現れた。そし

て2人はその小屋がお菓子出でできたものであると気付いた。グレーテルが夢中になってた

くさんのお菓子を食べていると1人のおばあさんが出てき2人を家の中に招いてくれた。

最初は2人も大喜び、だ、ったがあとで牢獄に閉じ込められ、そこの少年たちと恐怖の日々を

すごした。少年たちの間では、とてもいい感じに太ってきた少年から外の世界に連れ出され、

おばあさんの手によって調理され食べられると噂されていた。

ある日大柄の男が牢獄にやってきて、全員をじっくりながめて1人のふくよかな少年を選

んで、連れて行ってしまった。それ以来彼が戻ってくることはなかった。

グレーテルはほかの少年たちと違って牢獄の外でおばあさんの手伝いをしていた。その日

もいつものように晩御飯の用意をしていたら、おばあさんと大男の会話が聞こえてきた。そ

の内容は明日大男は町まで遣いに出るというものだ、った。それを聞いたグレーテルはみんな
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の元に行き今聞いたことを話した。すると少年たちは、大男が留守ならおばあさん一人ぐらい

なんとかなる、と言い出した。そしてその日がやってきた。計画通り牢獄内におばあさんを誘い、

みんなで殴る蹴るを繰り返しおばあさんを捕らえることができた。ヘンゼルとグレーテルた

ちは外に出てたどり着いた修道院でおばあさん、大男の話をした。

おばあさんや大男は一体何をしていたのだろうか。実は連れて行かれた少年はおばあさん

に食べられるのではなく、領主、ジル・ド・レのいるお城に連れて行かれ、ジルに犯された

後むごく殺されるのであった。

修道院でこの話をしたためまもなく3人を含む城の者たちは逮捕に至った。逮捕され拷問
にかけられ最後には3人とも処刑された。
こうして少年たちはみんなそれぞれの家族のもとに帰っていき、ヘンゼルとグレーテルも

父と継母のもとへ帰った。継母は最初、帰ってきた2人に対し、とても温かく迎えた。その

頃ヘンゼルとグレーテルは町の英雄として、毎日何人もの人がお土産を持って話を聞きに来

た。最初は優しかった継母はみんなが持ってくるお金やもので自分だけ賛沢をしだしたので

ある。ところがある日数人の兵士がやってきて、わが子を売り飛ばしたとして継母を連れて

行ってしまった。グレーテルは不思議にd思っていたが、ヘンゼルは少し笑いながら

「さあ。最近では密告が流行ってるから継母さんもそれなんじゃない。」
と言っただ、けだ、った。

こうしてまた3人での平和な生活が始まった。

ドイツ児童文学を考察して

まず、ジルというひとについてだが、何故少女ではなく少年に対して愛情を抱いていたのだろうか。

領主という仕事柄、周りは男性ばかりだ、っただろう。また当時領主の城というのは決して居心地のい

いものではなかった。そんな環境の中でジルは癒しを、自分たち大人とは違う少年に求めたのかもし

れない。よって貧相な感じのする細身の少年よりふくよかな少年を好んだのだろう。何故少年なのか

は、正直よく分からないが、かつての自分の姿である少年というのに、歪んだ愛情を向けたのかもと

考える。しかしいとおしく思っていたはずが、今の自分とのあまりにも違いに憎しみを覚え殺害にい

たってしまうのではと思う。またルーマニアに実在した封建領主ヴラド公は、周辺地域の絶えない小

抗争からドイツ民族やトルコ人を迫害したり虐殺したりした。このことからドラキュラの由来はヴラ

ド公といわれている。しかし彼の場合国の力の維持のためであった。

次に継母についてだが、今回私が読んだヘンゼルとグレーテルは、初期から一度改定されたものだ

が、初期では継母でなく実母だ、ったそうだ。口減らし自体は病気が流行ったり、ひどい飢鍾に襲われ

たり、封建制により農民が苦しい生活をしていた中世ヨーロッパでは割りとあることだ、ったとはいえ、

実母というのはあまりにショックなものなので改定されたのである。物語を読んだとき継母でも私は

ショックだ、った。それもショックだ、ったが、継母の提案に父親が賛同したのがショックだ、った。しか

しそれほど当時の生活が苦しいものだ、ったとうかがえる。

また子供たちは、おばあさんのことを魔女と呼ぶが、彼らはどこで魔女というものを覚えたのだろ

う。それはおそらく家庭だろう。 15世紀にはジャンヌ=ダルクが魔女として火刑される。この頃ヨー

ロッパにおいて魔女という言葉は、かなり偏見を持った言葉として出回っていたことが分かる。

私はこの話を最初読んだとき、言葉が悪いが正直ただの気持ち悪い話としか思わなかったが、世界

史と一緒に見てみるとつながっていたeりして、最初読んだときとは違った読み方ができたように思う。

(まきの・めい:欧米言語文化講座 英語圏)
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ヘルマン・ヘッセ『車輸の下』 【ドイツ】

:青年期のシンパシー

勝木晃平

ヘルマン・ヘッセ『車輪の下』

車輪の下という作品を読むにあたり、私はまずヘッセという人物について知ることが必要
だと感じた。なぜなら、ヘッセの作品は私が考える「難解な小説」の中に含まれるからだ。
この感想を、なぜ持ち得たのかというと、私は中学生の時ヘッセの車輪の下を既に読了して
いるからなのだ。そのころは、硬い文章だという印象しかなく、決して二度読もうなどと考
えることができるような深い対面ではなかった。
そして今、私が読むべき作品を探すとき、なぜか頭をよぎるのがヘッセの車輪の下なので
ある。今一度その作品に触れ、文章の奥をひも解いていきたいと思う。

物語のあらすじ
主人公であるハンス・ギーベンラート少年は並はずれた才能に恵まれた子供であった。エ
リートとして周囲に期待され、また彼もそれに応え、家が敬度なキリスト教徒という背景を
持つ彼はエリート養成学校である神学校に2位の成績で合格した。

「とにかく、がんばりなさい!みんなきみに期待しているんだからね。」

「よろしい、それでいいのだよ、きみ。とにかく、歩みをのろくしないように。そうでな
いと、車輪の下にしかれてしまうよ」
※「車輪の下にしかれる CuntersRad kommen) J =落ちぶれる、堕落する。ひたすら前
進していないと、後からの車輪にしかれてしまうように人生の敗北者になるという意味

しかし転機が訪れる。神学校での生活を送る聞にエリートであり続けること、周囲の期待
に応え続けることに必死な自分自身の生き方に疑問を感じ始めるのである。それに加え、同
級生たちから大きな影響を受ける。ハンスに最も深くかかわったのは、ハイルナーという少
年だ、った。
「なんて美しい雲だろう!Jと、ハンスが気もちよさそうに見つめながらいった。
「ほんとだ、ギーベンラート」とハイルナーがため息をついた。 rあんな雲になれたら!J 
「なれたらJ? 
「あの空を、帆を上げて走る。森も、村も、郡も、州もこえていく。美しい船のように。
きみは、まだ、船を見たことがないのか?J

そのうち、ハンスは期待に応えるために自分自身を押し殺すことに疲れ果て、神学校を退
学してしまう。
退学後は機械工のもとで見習い修業を始める。しかし今まで味わってきた挫折感や劣等感
から自暴自棄になってしまう。その挙句、酒に酔って川に落ちて溺死する。

ああ、ぼくは、ひどくつかれた、
ああ、ぼくは、ひどくまいった、
さいふのなかは、からっぽで、
ふところまでも、からっほ。さ。
ハンスは古いメロディーにあわせて口ずさんだ。二十回目になろうとしても、何も考えて
いなかった。

もう、おしまいだ。



青年期のシンパシー

1.作者について
ヘルマン・ヘッセ(HennannHesse)は1877年のドイツに生まれた。家系は工ストニア系であり、父は

宣教師であった。 14歳で難関である神学校に入学するが半年で脱走。他の学校に入るも続かず、本屋

の見習庖員となるが、また 3日で脱走する。このころの経験が車輪の下の基となっていると言われて
いる。

そのほか、彼は人生において自殺未遂をして精神科病院に入院するなど、若いときにさまざまな苦

労をしている。

n.主人公と作者の共通点
-信仰に厚い家庭に生まれた

-厳格な父親により、勉強を強いられた

・エリートと呼ばれる学校に入学した

・自らの生き方に疑問を感じた

-退学など挫折を味わった

m.考察
ヘッセの若いころの経験が「車輪の下Jの基となったと先に述べた。この小説は、ヘッセの自分自

身の人生が振り返られていて、また自分自身への評価ともとれる点が含まれていると思う。主人公ハ

ンスと作者ヘッセの共通点を挙げたが、酷似していることに気づくだろう。きっと幼少期の周囲のヘ

ッセへの期待や、神学校時代の思い出をハンスとして描くことで、単なる自伝小説ではなく何か社会

や周囲の人間に対して感じたことを私たちに伝えようとしたのだと思う。

文中にカワウソなど小さい生き物が時々、風景描写などの中に登場している。それらに対してヘッ

セは「臆病」や「ずるそうJなど、マイナスな印象を与えて形容している。彼はもしかしたら、自分

の周りに存在する自然や生き物に、自分にはない自由や広さを感じ、憧れを抱きつつも、それらを庇

めることで自らの優位性を守ろうとしていたのではないだろうか。

彼は入学した神学校で、ハイルナーという空想家の友人を得る。ハイルナーは詩人のような感覚を

持った人間であり、ハンスは彼に強く惹かれていたようだ。ハイルナーはハンスが見たことのない、

ライン川での船の話を聞かせた。ハイルナーはハンスと違い、周囲の風景のことをよく「美しいJと

表現した。

ハイルナーにとって抽象的なものはひとつもなく、想像できないものや、空想で鮮やかに描けない

ものなどはなかった。彼はまさしく、ハンスの持っていないものを持った人間だ、ったのだ。

また、作中で同級生がひとり、池で溺死するという事件があった。生徒たちはみな蒼白になり、死

の恐怖にとらわれている様子だ、った。

この事件が、なぜこの作品に必要だ、ったのだろうか。

これは憶測にしか過ぎないが、ヘッセが自殺をはかったことと何か関係があるように思われる。彼

が死を身近なところで感じたならば、彼を投影したハンスにも同じく死の残忍さを目にする必要があ

ったのではないだろうか。加えて、この「溺死」は、作品内において「既視感」と「運命j をほのめ

かす役割を担っているようだ。青年たちに訪れる逃れ難い絶望を表すため、この死は作られたと考え

る。

その後、ハイルナーは学校を脱走した。彼の失院は情熱的で伝説的なものとなり、ハンスの心にも

大きな衝撃を与えたに違いない。友を失ったハンスは、学校でその後孤立していくことになる。

そして彼もまた、退学という道を選ぶのだ。彼は、友を得ることでいい意味でも悪い意味でも、世

界を広げたのだと思える。青年期においての人との関わりはともすると危険性をはらんだものなのか

もしれないという感想を持った。
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ハンスは死んだ。冷たい水の中で誰にも看取られることのない非業の死を遂げた。父は泣かなかっ

た。ただ黙って、ハンスの穏やかな死に顔を見つめていた。私はそのシーンが一番心に残っている。

父は何を考えていたのだろう。いや、ヘッセは、この「父」に何を考えさせたのだろう。私は、この

シーンにヘッセの、 I父Jに対する復讐のようなものを感じずにはいられないのだ。

一見すると、 「車輪の下」は人に容易な読書を許すような作品ではない。冒険小説のような躍動感

や高揚感もない。しかし、なぜこの作品が、私を含め今も多くの人を惹き付けるのだろうか。

理由のーっとして、この主人公・ハンスは人間の中に少なからず存在するからなのではないか、と

いうことが考えられる。人間といっても、私は特に現代人と「車輸の下j との関係性について言及し

たい。

車輪は動きだし、加速する。車輪を動かすのは、ハンスの父親か、ヘッセの父親か、あるいは車輪

自体が社会そのものの比喰だ、ったのかもしれない。

車輪は動きを止めず、ハンスは翻弄され、疲弊した。そして最終的にはその車輪に牒かれたかのよ

うに命を落とした。この、絶望的な結末から私たちが得られるものは何か?

現代社会に生きる私たちにとって、社会を車輪に例えるのは不自然なこととは思わない。青年期の

私たちは、 「疾風怒濡の時代Jと表わされることもあるように、いつも何かに追われ、急き立てられ

て生きている感は否めない。

私も、義務教育を経験し、受験もした。猛勉強をしたこともある。今思えば、何をそんなに焦って

いたのか、と思うほど心に余裕がなかったこともあった。やりたいことと、やらなければならないこ

との狭間で苦しんでいたのだ、と冷静な分析をすることも今ではできるが、そのころの自分には、言

葉では表現できない何かがあったように思う。

私の場合、ヘッセやハンスと違い、両親に過剰な期待をされることはなかったし、無理な勉強を要

求されることもなかった。それでも感じた、私を取り囲むあの大きな力は何だ、ったのかと、 「車輪の

下」を読んで考えた。

青年期はあらゆる欲求と義務を経験する。

親の期待に応えることで、認められたいという欲求は果たせるかもしれない。しかし、青年期の心

が求めるのはさらなる自己の確立である。その、自己の確立にとって重要な役割を果たすのが友人な

のだ。学校という共同生活に身を置いたとき、私たちは狭かった世界を広げることになる。主観が主

だ、った心が、他者の存在や、その感情を知ることで客観を手に入れる。友人の言葉は自分のものとは

全く違う世界を見せてくれるものだ。そうやって別の視点から自分を見ることをはじめる。時に、自

分の誤りを見つけ、時に優越感を得る。そんな他者の介入を許しながら、私たちは自己を探し、研磨

する。

青年期の人間にとって、それらの活動は自由に、自然と行われていくべきだ。行き過ぎる圧力は、

時に心身の自由を奪ってしまう。そうして動きを止めたとき、私たちは自分を確立する前に、自分の

力の敵わない力に昨易するのだ。いつの時代もそうかもしれないが、私たちの周囲は、常に私たちの

手が到底及ばない距離でまわっているように見えがちだ。それに気づいた時、私たちが「車輪Jを見

てしまった時、ハンスの苦悩は私たちの傍にあるような気がする。

時代を超えて、ハンスとへッセの苦しみを垣間見ること、共有することは現代の境遇を客観視して

いるようなトランスを覚える人も少なくないだろう。しかしハンスのように絶望する必要はない。彼

の生き方を見ることで思考は聞かれたと気づくべきだ。

人生を共有し、客観視し、考察し、自らの生き方を模索することこそが、今も多くの教育現場でこ

の「車輪の下Jが推薦図書とされる所以なのだろう。

(かっき・こうへい:欧米言語文化講座 英語圏)
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ジェームス・マシュー・バリー『ピーター・パンとウェンディ』

:ビーター・パン誕生の秘密

米原万紀子

ジェームス・マシュー・バリー『ピーター・パンとウェンディ』

ある晩、ダーリング家の少女ウェンディ、弟のジョンとマイケルの寝室に、少年ピーター・

パンが、空を飛んで窓から入ってくる。以前この部屋で失くした影法師を取り返しに来たの

だ。

ピーター・パンは、 「ネバーランドJに住む、大人にならない奇妙な少年である。彼は、

大人になりたくなかったために、生まれた日に家から逃げ出し、ケンジントン公園の池の中

にある島へ飛んで行った。人間の子どもは、もとはみんな小鳥だったので、飛ぶことができ

るのだ。ピーターはその島で、人間の子どもでもなければ、小鳥でもない男の子として楽し

く遊び暮らしていた。ある時ピーターは家へ帰り、悲しそうな顔をして眠るお母さんの寝顔

を見て、戻ることを決意する。しかし、楽しい島の暮らしも名残惜しかったため、一度島へ

帰り、何年も遊んだ後、小鳥や妖精たちに別れを告げて、再びお母さんのところへ飛んで行

った。すると、聞いているはずの窓はぴたりと閉まっており、中ではかわいい赤ちゃんを抱

いたお母さんが、幸せそうに眠っていた。

「おかあさん、ぼくだよ。ピーターだよ」

と大声で叫んでみても、お母さんには聞こえなかった。しかたなく泣きながら島に帰った

ピーターは、それから、このネバーランドという島で、成長することなく、迷子の子どもた

ちを従えて暮らしていた。

影法師がうまくくっつけられないピーターの泣き声で目を醒ましたウェンディは、裁縫箱

を持ってきて、影法師をピーターの足に縫い付けてあげた。そしてピーターは、ウェンディ

を、夢の島の子どもたちのお母さんとしてネパーランドに招待することにした。ピーターは、

ウェンディと、ウェンディがどうしても連れて行きたいという弟2人に妖精の粉をふりかけ、

飛び方を教え、 3人をネバーランドに連れて行く。そこで彼らは、インディアンと仲良くな

ったり、海賊と闘ったりと、さまざまな冒険を体験する。

しかし、やがてウェンディたちは両親の家に帰りたいと言い出し、迷子の子どもたちもウ

エンディの家の子どもになることになるが、大人の世界を拒絶するピーターは、ウェンディ

の家で暮らすことを拒み、代わりにダーリング夫人の提案を受け入れて、年に一度、春の大

掃除のときだけ、ウェンディをネバーランドに連れて行くという約束が成立する。ウェンデ

ィは毎年ピーターを待っていたが、ピーターは来たり来なかったり。月日が流れ、再び彼が

やってきたときには、ウェンディはすでに大人になり、ジェインという娘がいた。するとピ

ーターは、ジェインを連れてネバーランドに飛び、立つのだ、った。こうして、同じことがいつ

までも繰り返されていくのだろう"，"'0 
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ピーター・パン誕生の秘密

I.作家と作品について
ジェームス・マシュー・パリー(JamesMatthew Barrie 1860 -1937)は、イギリス・スコットラン

ドのキリミュア生まれの劇作家、童話作家、ファンタジ一作家であり、 「ピーター・パンJの作者と

して有名である。

1902年、ピーター・パンが初めて登場した「小さな白い烏Jを出版。しかしこの作品でピーター・

パンは、第13章から第18章にかけてのみ出演している。 1904年に戯曲「ピーター・パン大人になりた

がらない少年J c3幕)を執筆。 1906年、 「小さな白い烏」から抜粋した「ケンジントン公園のピー

ター・パン」を出版。そして1911年、さまざまな版の最終版として小説「ピーター・パンとウェンデ

イ」を執筆、刊行した。さらに1928年には、戯曲「ピーター・パンJ5幕版を出版。

また、ウェンディの家庭すなわちダーリング家は、パリーが散歩を欠かさなかった「ケンジントン

公園」で出会ったデイヴ、ィス家をモデルにしているとも言われている。

II. ピーター・パンは子どもの象徴
ピーター・パン (PeterPan)は、ジェームス・マシュー・バリーの戯曲「ケンジントン公園のピー

ター・パンJ、小説「ピーター・パンとウェンデ、イj などの主人公である。海賊のフック船長やイン

ディアンのタイガーリリーが住む異世界・ネヴ、アー・ネヴ、アー・ランド(ネパーランド)に移り住み、

妖精・ティンカーベルと共に官険の日々を送る永遠の少年である。

ピーターは子供の長所と短所をデフォルメしたキャラクターとして描かれており、純粋で一途な反面、

善悪やけじめの見境がなく身勝手な性格描写が顕著である。そのようなピーターの態度に対して皮肉

ったりたしなめたりする文章がみられることから、ピーターはヒーローとして描かれているのではな

く、あくまでも子供の象徴として登場することが分かる。

皿.永遠の少年・ピーター・パンの誕生
「ピーター・パンとウェンディ」では、ピーター・パンは、生まれた日に両親が、彼が大きくなっ

たら何になるか話しているのを聞いてケンジントン公園に逃げ出し、妖精たちと暮らすようになった。

そして、何か月も家を離れて暮らして、ある日飛んで帰ってみると、なんと窓は閉まっている。そし

てお母さんの横には、別の小さい男の子が眠っており、ショックを受けたピーターは、それからネパ

ーランドで暮らすようになったとされている。

本作では、成長の拒否、母親からの逃走、そして母親からの追放。この3つが永遠の少年・ピータ

ー・パンを生んだといえるだろう。つまり「ピーター・パン」は、単に成長拒否の少年をテーマとし

た作品ではないことが分かる。

ちなみに、 「ケンジントン公園のピーター・パンj では、ピーター・パンはロンドンのケンジント

ン公園で乳母車から落ちたところをベビーシッターに見つけられず迷子となったことから、年を取ら

なくなったとされている。

N.今なお愛され続けるピーター・パン
「大人になりたくないj という若者の精神状況を分析したユング派の書物や「ピーターパン症候群j

という言葉も有名なこの物語は、児童読み物としても普及しており、ディズニーのアニメーションで

も有名である。また、イギリスやアメリカで成功したミュージカルもロングランを続けていて、その

ミュージカルは日本でも 20年にわたって上演され続けている。

これほどまでの人気をおしなべて保っているのは、誰もが一度は思ったことがあるだろう「大人に

なりたくない」という気持ちなど、やはり「ピーター・パン」という作品そのものにある力なのだろ

つ。

(よねはら・まりこ:幼稚園教員養成課程)
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マリー・ルイーズ・ド・ラ・ラメー『フランダースの犬』

:フランダースの犬の魅力

石川都

ラメー『フランダースの犬』

舞台はベルギーの首府アントワープからー里半ばかり離れたフランダース地方。

村はずれの小さな小屋におじいさんと少年ネルロと犬のパトラッシュの三人は暮らしていま

した。牛乳運びの仕事で生活をしのぎ、貧しいながらも平和に暮らしていました。そして、

ネルロはいつかルーペンスのような偉大な画家になることを夢見ていました。

しかし、ある夜粉挽場が火事になり、ネルロは粉挽屋の主人に放火犯だと疑われてしまい

ました。それ以来牛乳運びの仕事も減り、ほんのわずかのお金しか入ってこなくなってしい

ました。さらに、クリスマスを目の前に優しかったおじいさんが亡くなってしまいました。

そしてついに家賃が払えず、小屋からも追い出されてしまったのでした。

その日はネルロが出展したアントワープの絵画コンクールの結果発表の日でもありました。

しかし結果は落選・・・。ネル口は落胆し、空腹と疲労から幾度も倒れそうになりながらも

厳しい吹雪の中、村へとひきかえしたのでした。帰り道にパトラッシユが誰かの財布を拾い

ました。その財布が粉挽屋のものだとわかると、二人は残りの力を振り絞って、粉挽屋のも

とへと届けました。そして、ネルロはパトラッシュを残し、再び吹雪の中へと飛び出して行

きました。財布の中身は粉挽屋の全財産でした。帰宅した主人はネルロにきつくあたったこ

とを悔やみ改心したのでした。粉挽屋に残されたパトラッシュはおかみさんに御馳走を与え

られでも振り向きもせず、 ドアのそばを離れず逃げ道はないかとうかがっているのでした。

ネルロがどんな思いでパトラッシュを残してただひとり、飢えと悲しみを覚悟して出て行っ

たのか一一それはパトラッシュにしかわからないことでした。そして隙を見つけ、パトラッ

シュは飛び出しました。ネル口の匂いを嘆いで、足跡をたどり、吹雪の中走り続けました。

パトラッシュはついにアントワープの町の大寺院のなかに愛するネルロの姿を見つけ、よろ

めくようにかけよってひ。ったりとネルロに寄り添いました。そして月の光に照らし出された

ルーペンスの名画をみて「見た。ああ僕はとうとう見た。ああ神様、もうこの上はなんもい

りません。 Jそういって二人はルーペンスの名画の下で息を引き取ったのでした。翌朝、粉

挽屋の主人が迎えに来、また有名な画家がやってきてこう言いました。 r本当の値打ちから
言うとこの子が選ばれるべきであった。あの画には天才のひらめきがあった。わしが何とか

して探し出してみっちり仕込んで、その天才を磨こうとおもっていたものを一一一」けれども

偉大なルーペンスの画の方にむけたままの死に顔は、口許にかすかな笑みをうかべたまま、

あたりの人に「もう遅いJと言っているかのようでした。
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フランダースの犬の魅力

1.作家と作品について

イギリス、サフォーク州生まれ。子どもの頃、自分の名前をうまく発音できず、ウィーダと言って

いたところ、周りからもそう呼ばれるようになったため、これをそのまま筆名にした。 1859年、 20歳

のときにロマンス小説でデヴ、ユーし、次々と作品を書いて人気作家となり、社交界で活躍する。イタ

リアの動物愛護協会設立に尽力するほど犬が好きで、 1872年、前年のアントワープ旅行を元にした「フ

ランダースの犬Jを出版する。晩年は人間不信となり経済的にも苦しくなるが、自分の飼う犬たちの

ために少ない年金を使い、最終的には馬車の中で生活するまでになる。見かねた人々が安アパートに

入れてくれたが、寒さのため身体が弱っており、肺炎をこじらせて亡くなった。

n.選んだ理由
「フランダースの犬Jという作品は小さいころに読んだことがあり、ただ悲しい物語だというイメー

ジを抱いていた。かわいそうな話だ、ったので小さいころ読んだきり読まなかったけれども、もう一度

どういう話か読んでみたいと，思った。今読み返すとやはり悲しさもあったが、ネル口とパトラッシユ

が貧しいなかでもお互いを思いやり気遣う暖かさがあった。結末も二人は死んでしまったけれど、最

期までより添い続けた二人に深い紳を感じた。子ども向けの物語だが大人にもぜひもう一度読み返し

てほしい作品である。

(いしかわ・みやこ:幼稚園教員養成課程)
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ヒュー・ロフテイング「ドリトル先生」

:みんな大好きドリトル先生

平良紫野

ヒュー・ロフティング「ドリトル先生」

ドリトル先生は、イギリス北部の(架空の街)、沼のほとりのパドルビーに住み、町医者
をしていた。だが、動物好きが高じて、近隣の人々が寄りつかなくなってしまった。長年飼
っていたオウムのポリネシアが、 ドリトル先生に獣医になることを勧める。しかも動物語の
特訓をしてくれた。
たちまち動物たちと話せるようになったドリトル先生は、獣医として、大評判をとるが、
ワニが迷い込んだりしてこれまた近隣の百姓たちは牛や馬を連れてこなくなってしまった。
お金が底をついてきたある年の冬、はるばる飛んできたツバメによって、アフリカの猿た
ちが大疫病によってどんどん死んでいるという知らせを受ける。 ドリトル先生は早速借金を
して船を仕立て、ポリネシア、猿のチーチ一、イヌのジップ、アヒルのダブダブ、白ネズミ、
フクロウのトートーを連れて出発する。
ツバメたちに案内されてアフリカに着いたが、嵐で船は粉みじんになり、猿の住む国に向
かう途中、ジョリキンキ王国の白人を嫌う王様に捕まってしまう。だがポリネシアの名案に
よって迷信深い王様をうまく煙に巻いて、猿の国へ脱出する。
猿の国では大忙し。 トラやライオンまで助手に来てもらい、先生は朝から晩まで働いた。
おかげで疫病は収まり、猿たちは大感激して、先生に珍獣中の珍獣である、二つ頭のオシツ
オサレツをプレゼントする。
帰り道に再びジョリキンキ王国を通り、道に迷ったところで捕まってしまうが、今度は王
子のバンポに、顔を白くすると約束して見事脱獄する。王子に船を用意してもらい、ようや
く帰途につく。

ところが、途中その海域でおそれられている海賊に遭遇する。いったんはツバメに引っ張
ってもらって逃れたものの、カナリアの住む島に隠れているときに、再び海賊に捕まりそう
になる。

今までのぼろ船がもうすぐ沈むことをネズミたちから教えられた先生は、先生の船に乗り
移って空っぽの海賊船にのって沈みゆく船に乗った海賊たちに、略奪をやめこの島で百姓を
するように命じる。

海賊船を乗っ取ったドリトル先生一行は、その船の部屋の一つに少年が閉じこめられてい
ることを、耳の鋭いトートーによって発見する。彼のおじさんが行方不明だという。海の真
ん中で、あらゆる情報を動物たちから求めたが、どこにもおじさんは
見つからなかった。
イヌのジップは自慢の鼻を使って捜索を始める。あらゆる方向から
の風を嘆ぎ、もうだめかと思ったとき、おじさんのかぎたばこのにお
いをキャッチ。岩だらけの小島の穴に入っていた小父さんを見事発見
する。

二人の故郷の港町に送り届けると、その町の町長さんからジップは
その功績をたたえて金の首輪をもらったのだ、った。こうしてようやく
先生一行は懐かしのイギリスに戻ってきたのだ、った。
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みんな大好きドリトル先生

1.作者について

ヒュー・ジョン・口フティング (HughJohn Lofting， 1886年l月14日・ 1947年9月26日)は、アイルラ

ンド系アメリカ人の児童文学作家。

イギリス・パークシャーのメイデンヘッド生まれ。若い頃 0912年以降)アメリカ合衆国やカナダ

で土木技師をしていたが、 1916年にイギリス軍人として第一次世界大戦に出征、負傷した。軍用馬の

殺処分に多数遭遇、そのことに心を痛め、息子に送る手紙に書いていた物語をアメリカ人としてアメ

リカ合衆国で発表した。これが彼の代表作「ドリトル先生Jシリーズであり、第二次世界大戦期間を

除き全10巻を執筆した。加えて、口フティングの死後、夫人が遺稿を整理して刊行した3冊がある。

日本では井伏鱒二による翻訳で知られる。

ll.作品について

ドリトル先生(ドリトルせんせい、英:Dr. Dolittle)は、アメリカの小説家ヒュー・ロフティングが

著した児童文学のシリーズ名。また、その主人公である博物学者・医学博士・ジエントリの通称でも

ある。フルネームはジョン・ドリトル(JohnDolittle)。このシリーズは全12冊と番外編l冊。挿絵も

作者の自筆によるものが使われている。刊行年は全て原書のもの。

-ドリトル先生アフリカゆき (1920年刊)

・ドリトル先生航海記 (1922年刊)

-ドリトル先生の郵便局 (1923年刊)

・ドリトル先生のサーカス (1924年刊)

・ドリトル先生の動物園 (1925年刊)

-ドリトル先生のキャラパン (1926年刊)

・ドリトル先生と月からの使い 0927年刊)

・ドリトル先生月へゆく 0928年刊)

-ドリトル先生月から帰る 0933年刊)

・ドリトル先生と秘密の湖 (1948年刊)

-ドリトル先生と緑のカナリア 0950年刊遺稿を夫人が整理し刊行

・ドリトル先生の楽しい家 0953年刊遺稿を夫人が整理し刊行

-ガブガブの本一ドリトル先生番外篇:遺稿を夫人が整理し刊行

Ill.物語の背景

イングランド東部・ノーフォークの湖沼地方をモデルにした、 「沼のほとりのパドルビー」という

架空の町にある、 ドリトル先生の屋敷が物語の最初の舞台になっている。

その屋敷には、先祖が園遊会をしたという広い庭があり、たくさんの動物たちが住んでいた。先生

は博物学者であり、人間の医者として妹のサラ (Sarah) と暮らしていた。

先生はある日、相棒のオウムのポリネシアから、動物語の存在を知らされ、ポリネシアの手ほどき

で、動物たちと話すことができるようになり、その噂を聞きつけた近所の動物たちが、治療のために

屋敷におしかけて来るようになる。それからというもの人間の患者は誰も来なくなり、収入も絶たれ

てしまう。サラは人間よりも動物相手になってしまった兄に愛想を尽かして出て行ってしまい、一人

身となってしまう。
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先生がこうなってしまったのは自分達のせいであると気づいた動物たちは会議をひらき、能力を出

し合って、先生を手伝い始める。家事や家の動物たちの世話はアヒルのダブダブ、会計はフクロウの

トートーが担当することになった。 夕食の後は暖炉にあつまり(寂しさをまぎらわすために)動物た

ちが身の上話をすることになった。

ドリトル先生の評判は動物たちによって世界中に広がり、ある夜、先生の元にアフリカで深刻な伝

染病が発生し、動物達が先生の救援を必要としているというニュースが届く o これをきっかけに、 ド

リトル先生はアフリカから果ては月にまで診療に赴くこととなる。

N. 映像化作品

映画化(Wドクター・ドリトル』 エディー・マーフィー主演など)、アニメ化、 CMキャラクタ

ー化されており、親しみやすいドリトル先生は、みんなから愛されています。

参考文献:ドリトル先生 Wikipedia 

(たいら・しの:スポーツ・健康科学・生活環境)
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エリック・カール『はらぺこあおむし』

:みんなに愛されるわけ

エリック・カール『はらぺこあおむし』

「おや、はっぱの上にちっちゃなたまご」

お月さまが、空からみていいました。

お日様がのぼって暖かい日曜日の朝です。

ぽん!とたまごから、ちっほけなあおむしが生まれました。

あおむしはおなかがべっこぺこ。あおむしは、食べるものを探し始めました。

そして月曜日、りんごを一つ見つけて、食べました。まだおなかはぺっこぺこ。

火曜日、梨をふたったべました。やっぱりおなかはぺっこぺこ。

水曜日、すももを三つ食べました。それでもおなかはぺっこぺこ。

木曜日、いちごを四つ食べました。まだまだおなかはぺっこぺこ。

金曜日、オレンジを五つ食べました。

(まだたべものを探してます)

土曜日、あおむしの食べたものは なんでしょう。

チョコレートケーキと

アイスクリームとピクルスと

チーズとサラミと

ぺろぺろキャンディーと

さくらんlまパイとソーセージと
カップケーキと

それから

すいかですって!

その晩、あおむしはお腹が痛くて泣きました。

次の日はまた日曜日。

あおむしは緑の葉つばを食べました。

とてもおいしい葉っぱでした。

お腹の具合もすっかりよくなりました。

もうあおむしは、はらぺこじゃなくなりました。

ちっぽけだ、ったあおむしは、大きくて太っちょになったのです。

まもなくあおむしは、さなぎになって何日も眠りました。

それからさなぎの皮をぬいででてくるのです。

「あっ、ちょうちょ!J 

あおむしが、きれいなちょうになりました。

円，ム

乾 彩友美



みんなに愛されるわけ

1.作者について
エリック・カール CEricCarle、1929年6月25日-)はアメリカの絵本作家。

ニスを下塗りした薄紙に指や筆で色をつけた色紙を切抜き、貼りつけていくコラージュの手法が特

徴。鮮やかな色彩感覚によって I絵本の魔術師」といわれる。カールが発表した絵本は40作以上にの

ぼり、 39カ国語に翻訳され、出版部数は2500万部を超えている。

II.作品について
『はらぺこあおむし~ C原題:TheVery Hungry Caterpillar)は
アメリカの絵本作家エリック・カールが1969年に出版した幼児向け絵本。

日本では森比左志訳で借成社より発売されている。

ジョージ・ W ・ブッシュ米元大統領が、子供の頃に読んで印象に残った本として、この作品を挙げ

た。しかし、この作品が最初に出版されたのはブッシュ大統領が大学生の頃だ、った事から、彼が子供

時代にこの本を読んでいなかった事が暴露されてしまった。という逸話がある。

皿.愛されるわけ(魅力)

私はこの「はらぺこあおむしj には、 8つの魅力があると思います。

l、生まれたばかりのあおむしが、おなかが痛くなったり、さなぎ、になったりする変化に富んだ物語に、

ハラハラドキドキ。最後に美しい蝶になることで子どもたちは、ほっと安心し、大きくなることを、

希望と期待をもって受けいれるようになります。

2、あおむしといっしょに試練を乗り越えることで、耐えて待つことや、困難を克服することの大切

さを学びます。食べ過ぎは体にに良くないということも。

3、あおむしが食べるのは、りんごゃなし、ケーキやキャンディなど、どれも子どもたちが大すきな

ものばかり。絵本の中で夢がかなえられ、いろいろな食べものの名前も覚えます。

4、l個のりんご、 2個のなし、 3個のプラム・1

読みながら自然に数を覚えます。

5、緑色のグラデーション、カラフルな水玉。

カールのコラージュが生み出す色彩が、心をイキイキさせます。

6、お腹が痛くて泣いている、小さなあおむし。まるまる太っちょになったあおむし。最後には、羽

を広げた見ごとな蝶!ダイナミックに変化する形に、子どもたちは大喜び。

7、青白い月が照らす土曜日の夜から始まった物語は、日曜日のすばらしい日の出を迎え、あおむし

の元気な活動が始まります。 1週間の曜日やl日の日のめぐりなど、社会のしくみを知ることができ

ます。

8、ページにあいている小さな穴のしくみ。まだお話をよく理解できないごく幼い子どもたちも、こ

の穴に指を入れて遊べます。

「さわれる本、読めるおもちゃj を作りたいという、カールの願いから生まれたアイディアです。

これらが、多くの人々に愛される理由なのではないかと思います。

私も時々図書館などで読んだりします。とてもいい絵本だと思います。

参考文献:はらぺこあおむし Wikipedia 

世界中の「はらぺこあおむし」

(いぬい・あゆみ:スポーツ・健康科学・生活環境)

-122-



サン=テグジュペリ[jLe Petit Prince~ 

:星の王子さまの謎

笹尾瞳

アントワーヌ・ド・サン=テグジュペリ「星の王子さま」

僕が6歳の時。色えんぴつではじめて描きあげたのは大蛇『ボア』の絵だ、った。その『ボ

ア』はゾウをまる飲みして消化している大蛇の姿だ。この傑作を、僕はおとなたちに見せて、

「この絵こわい ?J と聞いてみた。すると答えはこうだ。 rどうして帽子がこわいの ?Jお
となたちにはいつだって説明がいる。絵は認められず、こうして僕は6歳にして画家という

すばらしい職業をあきらめてパイロットになった。

今から6年前、僕はサハラ砂漠に飛行機が不時着した。エンジンが壊れて、生きるか死ぬ

かの問題だ、った。僕は最初の晩、人の住む地から千マイルもかなたの砂の上で眠りについた。

だが夜明けに突然小さな変わった声で起こされた。

「おねがい・・・・・・ヒツジの絵を描いて!J

飛び、上がって起きるとそこにはとても不思議な雰囲気で、輝くばかりの愛らしい姿をした小

さな男の子がいた。ヒツジをほしがる小さな男の子に僕は例の『ボア』の絵をみせた。

「ちがうちがう!ボアに飲まれたゾウなんていらないよ。」

絵がボアと見破ったこの子がどこから来て、どうしてここにいるのか理解するのに僕はとて

も時間がかかった。

男の子はよその星から地球にきた王子さまだ、った。王子さまの星はとても小さくて、バオ

パブの木が3本生えてしまったら破裂してしまうほど、の小ささらしい。これは三日目に王子

さまが教えてくれた。四日目の朝は、小さな星を何歩か移動して夕陽(ゅうひ)を何度もみた

という話。なんと一日に四十四回も見たことがあるらしい。王子さまがぽつりとつぶやいた。

「ねえ……悲しくてたまらないときは、夕陽(ゅうひ)が見たくなるよね……」

王子さまは一日に四十四回も悲しくなったのだろうか。

五日目には王子さまの秘密がひとつ明らかになった。王子さまの星には一輪のバラがいた。

バラはとても美しかったが見栄をはったり気まぐれな言葉を言っては王子さまを困らせてい

た。そんなわがままなパラに嫌気がさして王子さまは小さな星を出て行ったのだ。そこから

王子さまは6つの星を旅する。王さまの星。うぬぼれ男の星。呑み助の星。実業屋の星。点

燈夫の星。地理学者の星。どれも王子さまが住める星ではなかった。そうして7つ目の星が

地球だ、った。地球についた王子さまはヘピに出会う。

「もし故郷の星にどうしても帰りたくなったら、おれが力を貸そう。おれが…」

「おれにはすべてが解けるから。」

そうヘビに言われて王子さまは約束をした。その後たくさんのバラやキツネにも出会った。
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そのキツネとは『粋』を結ぶ。そしで大事なことを教えてくれた。
「きみのパラが、この世に一輪だ、けだ、ってことがわかるから。 J

「ものごとはね、心で見なくてはよく見えない。いちばんたいせつなことは、目に見えない

んだ。」

王子さまはキツネの話に続き、鉄道員、物売りの話をしてくれたが、物売りの話を聞いた

時には僕が砂漠に不時着してからちょうど一週間目の時だ、った。そして持っていた水の最後

の一滴がなくなった。僕と王子さまは井戸を探しに砂漠を歩き続け、夜明けにようやく井戸

を見つけた。井戸が見つかる前に王子さまは言った。

「星々が美しいのは、ここから見えない花が、どこかで一輪咲いているからだね…」

「砂漠が美しいのは……どこかに井戸を、ひとつかくしているからだね…J
水を飲んだ後、僕は飛行機の修理にもどり、明日の夕方にまた王子さまと再会することを約

束した。なんだ、か僕は不安になっていた。

翌日の夕方もどってくると王子さまがヘビと話をしていた。ヘビがその場を去った後、王

子さまにかけよると王子さまは雪のように蒼白になっていた。王子さまは飛行機が直ったこ

とも知っていて、今夜自分も星に帰ると言い出した。たった一輪のバラを守る責任があると
も。

「夜になったら星を見てね。きみには、笑う星々をあげるんだ!J

王子さまは僕に苦しむ姿を見せたくないといってひとりでヘビのもとへ行った。僕は動くこ

とができなかった。二人で黙って泣いた。王子さまの足首あたりに、ひ。かっと黄色い光が走

った。たった一瞬で王子さまは動かなくなった。砂漠のせいで物音ひとつせず、王子さまは

倒れた。

あくる朝王子さまはどこにもいなかった。僕は、王子さまがちゃんと星に帰ったのだとわ

かった。そうして僕は、夜、星々の笑い声に耳をすますのが、好きになった。

星の王子さまの謎

1.作家について

1990年6月29日アントワーヌ・ド・サンニテグジュペリはフランスのリヨンで生まれる。美術学校の

建築科に入学。 20歳の時2年間の兵役を経て飛行機操縦免許を取得し、郵便航空業に就く。かたわら

作家としても名声を高める。第二次世界大戦中アメリカに亡命。 r星の王子さま』はこの頃書かれた
作品であり、 1943年に出版された。その後空軍パイロットとして北アフリ力戦線に参加。 1944年7月

31日偵察飛行中行方不明に。

II. ~星の王子さま』というタイトル
rLe Petit Princellは直訳すると『小さな王子様』になる。しかし、日本の多くの出版社が『星の王

子さま』と邦訳しているのはなぜか。フランス語で rLePetit Princell。英語では rTheLittle Princell、

中国語では『小王子』。他の国ではそのままストレートに訳すケースが多い。日本語で「王子さま」

というと、子どもをイメージする場合が多いので、「小さな王子さまj だと、くどい感じがするからか

もしれない。ただ I王子さま」だけでは味気なく、この王子さまは地球人ではない、よその星からや

ってきた、ちょっと不思議な王子さまなのだということがわかるように「星のJがつけられたようだ。
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IlI.王子さまとパイロットの関係

王子さまも、パイロットも作者のく分身>とされている。パイロットは、童心を忘れ、少し頭が堅く

なった大人。王子さまは、まだ純粋で何でも素直にものが言える子どもだ。初対面ですぐに仲良くな

れたのは王子さまがボアの絵を見破ったからなのだ。

1V.わがままなバラの花

パラの花は、 『星の王子さま』のなかで重要な役割を果たしている。バラの花はく愛>の象徴なのだ。

王子さまがアクションを起こし、自分の星を飛び出すきっかけがバラの花であり、もとの星へ帰るき

っかけもパラの花だ。パラは、王子さまに愛の存在と責任を気付かせるために作者が用意したものだ。

また、このパラは作者の妻であるコンスエロであるともされている。 w星の王子さま』は、コンスエ

ロの遺書でもあり、作者はありのままのコンスエロを丸ごと受け入れようとしたメッセージを『星の

王子さま』に込めて、コンスエロにこっそり語りかけたのだ。

v.キツネの使命
キツネは、あるく使命>をおびて王子さまと接触をした。キツネは王子さまに二つの大切なことを教

える。ひとつは、 「仲良くなったら(紳を結んだら)<責任>を持たなければならない」ということ。

もうひとつは、 「大切なことは目に見えない」ということだ。元から答えは王子さまの中にあり、そ

れをキツネが言葉にしてくれたのだ。王子さまの答えが見つかった時が、パイロットの飛行機が直る

時だ。逆に言うと、飛行機の修理が終わった時に答えが表われる。キツネは<老賢者>として登場し、

王子様の旅のく終点>を誘導した。

VI. 王子さまは死んでしまったのか

この世のものでない王子さまは、時がくれば消える運命にあったのだ。再びヘビに出会い、もとの

星へ帰る打ち合わせをヘビとする。王子さまの星は遠く、体は重すぎ、て持っていけないのだ。だから

魂となり、王子さまは自分の星に帰るほか、方法はなかった。そこで強い毒をもっヘビに出会った意

味がでてくる。しかし、作品の中で、く死>という言葉は具体的にでてこない。これは、作者が読者に対

して「きみたちはどう解釈するか、自分の目でよくみてごらん」と訴えかけているからなのだ。王子

さまが姿を消したあと、パイロットが砂漠をかけずりまわり、必死で王子さまを探すが、結局見つか

らない。しかし、王子さまはパイロット自身の中にいた。作者の分身であるこ人が融合されたのだ。

四.私が『星の王子さま』を選んだ理由

この本をまじめに読んだ、のは、高校生の時だ、った。新訳として出版された文庫本を買い、何度も何

度も読んだ。最後まで読んだ後、とても純粋な気持ちになれる。様々なメッセージがこめられた『星

の王子さま』は、一度読んだ、だ、けでは理解で、きなかった。それでも何度も読むうちに自分なりに解釈

したり、友達と話し合ったり、読めば読むほど考えさせられた。上記に書いた以外にもたくさんの謎

や秘密があり、刊行後60年以上たった今でも世界中で愛されている本だ。もっとたくさんの人に読ん

でほしいと思いこの本を選んだ。

(参考文献)

星の王子さま サン=テグジュペリ 河野万里子訳 2006 新潮社

『星の王子さま』の謎が解けた 吉田浩 2001 二見書房

(ささお・ひとみ:幼稚園教員養成課程)
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『シャーロットのおくりもの』

:作品から学んだこと

坂口渚

『シャーロットのおくりもの』

草花が咲き、小鳥がさえずる春の朝の中で、農場の1日が始まろうとしていた。少女ファ

ーンの牧場で 11匹の仔豚が誕生した。しかしファーンの父アラブルは仔豚の中に未熟児が
いるのを見つけた。母豚のお乳は 10個。父は未熟な仔豚を始末しようとしたが、そのこと
を知った娘のファーンが飛んで来て反対した。泣いて懇願する彼女に、その仔豚が預けられ

ることになった。ファーンはウィルパーと名付けて、一生懸命に世話をした。ファーンの優

しい努力で、ウィルパーはすくすく育った。だがそんな幸福はいつまでも続かなかった。成

長したウィルバーをいつまでも手元においておくことはできず、手離なさなければならなく

なったのだ。ウィルバーがファーンの伯父ズッカーマンの農場に買われていく日、それはと
ても悲しい日だ、った。ズッカーマン農場にはガチョウのおばさんや羊、それにネズミのテン

プルトンなど多くの仲間がいたが、ウィルバーはファーンと別れた淋しさでしょげかえって

いた。そのうえ、自分がいつか肉にされてしまうのだということを知って、すっかり怖れお
ののいていた。

すると、どこからか女性の声がした。 r私が友達になって命を救ってあげる!さあ胸を張
って!J優しいクモのシヤーロットがなぐさめてくれたのだ。ウィルパーはシャーロットと
友達になり、明るさを取り戻したが、いつか殺されると思うと元気がでなかった。ウィルバ

ーに、命を助けると約束したシャーロットは、小屋の入り口に自分の糸を織って「見事な豚」

という文字を作った。これがたちまち評判となり、ウィルバーを1目見ようと見物人でいっ

ぱいになった。それがあきられると「すばらしい」という文字を作り、さらに「新しく輝く

効果」と織った。 3度人々は集まり、ズッカーマンはとうとうウィルバーを品評会にだすこ

とにした。会場にはシャーロットやテンプルトン、アラブルやファーンも同行することにな
った。

到着の夜、シャーロットは卵を生むために新しい巣を作り始めた。そして卵を生んだシャ

ーロットはすっかり弱ってしまった。一方、品評会ではウィルバーはl等になれなかったが、

シャーロットが心をこめて織ってくれた「つつましい」という文字があったために特別賞が

与えられた。ズッカーマンはウィルバーを長生きさせることを宣言した。小屋に戻ったシャ

ーロットは力尽きたように死んだ。

そして翌年の春。ウィルパーがしっかり守り続けた卵袋から、シャーロットの子供たちが

ぞろぞろでてきた。だが子供たちは口々にさようならといいながら風に乗って飛んでいって

しまった。取り残されてガッカリするウィルバーに、 「今日はJと呼びかける、 3匹のクモ
がいた。飛べなしUトグモだ、った。ウィルパーはまた仲よく暮らしていく仲間ができたのだ。

このシャーロットの子供をせいいっぱい可愛がってやろうと思う。そして、いつかこの子供

たちに、あのシャーロットのような美しい文字で、 “この入り口はかつてシャーロットの住

居でした、彼女は多才で美しく誠実そのものでした、彼女の思い出は永遠に消えない"そう

書いてもらおうと J思っていた。
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作品から学んだこと

私は、映画化され話題になったこの作品に前々から見たいと思っていた。主人公が豚で、多くの登

場人物が動物ということで、どのような物語を繰り出すのか知りたかったからだ。"シャーロックか

らのおくりもの"を見てお母さんのおっぱいを吸うことができずにいるウィルパーは、 「育たない仔豚」

と判断され、殺されそうになる。それを救い、自分が守ると決めたファーンは、ウィルパーに対して

子供ながらに一生懸命愛情を注いでいた。その姿は微笑ましく、また、大人になって忘れてしまった

何かを思い出させてくれるものでもある。また、この映画で友達は、私たちにとって必要不可欠なも

のであることを再認識させてくれる。友達とはどういう相手なのか、 「友情Jとはどういうことなの

か、そんな言葉で説明しでもわかりにくいことを、この映画を観ることで知ることができる。

今回、作品を紹介することに挑戦してみて、自分が感じたことを他人に伝え自分の感動を理解して

もらうことはいかに難しいかを改めて実感した。自分が「おもしろいj と感じてただ自分の感情だけ

をひたすら伝えるだけでは相手の心に響きにくい。そうではなく、簡潔にわかりやすく、そして自分

が印象に残った場面の例をあげてどのようなおもしろみが作品の中にあるのかを説明に交えるべきな

のだということを学んだ。

(さかぐち・なぎさ:幼稚園教員養成課程)
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ルース・スタイルス・ガネット『エルマーのぼうけん』

:選んだ理由

早川 一穂

rェルマーのぼうけん』

ぼくのお父さんの名前は、エルマーといいます。ぼくのお父さんは子どものころ、ある雨

の日に l匹の猫に出会いました。ぼくのお父さんは、その猫を見てひどく気持ちが悪そうだ

と思ったので、 「うちにこないかい ?J と猫にききました。猫は、薄汚い自分に親切にして

くれる人がいることに、心底驚きました。そして、猫とぼくのお父さんは出会ってすぐに仲

良くなりました。しかし一緒に家に帰ると、ぼくのお父さんのお母さんはとても怒りました。

「エルマー・エレベーター!!1度、宿無しののら猫に食べ物をやれば、町中ののら猫に食べ

物をやることになるんだからね!!J と。だからエルマーは、お母さんに内緒で地下室で猫を

養っていましたが、 3週間後に見つかつてしまいました。

仕方ないので、猫とエルマーは公園に散歩に出かけて、なにか楽しい話がないかなぁと考

えました。エルマーは、空が飛びたいと猫に話しました。すると猫は、かわいそうな話があ

るよ、とエルマーに猫が先日、旅行に行ったときの話をしてくれました。 1みかん島からぴ
ょこぴょこ岩を.わたったところに、誰も近づこうとしないどう猛で恐い動物がたくさんいる

どうぶつ島があるのさ。その島は、馬のひづめのように真ん中を大きな川が流れている。だ

から動物たちは長い間、反対側へ行くためにわざわざぐるっと川沿いを行っていたんだ、。」

エルマーは、空を飛ぶ話とどう関係しているのかと、はらはらして聞いていました。 1しか

し、 4ヶ月前に、空に浮いていた雲から 1匹の赤ちゃんのリュウが落ちてきた。動物たちは、
『こりゃいいものが落ちてきた』と大喜び。それから、川の渡し役として赤ちゃんリュウを

太いロープで首をしばって無理やり働かせているんだ。もし、そのリュウを助けたらお礼に

世界中を背中に乗せて飛んでくれるかもしれないよ。 Jと猫は話しました。

その気になったエルマーはお母さんに内緒で 1週間後、お父さんのカバンに冒険の準備を

して、みかん島行きの船にかくれて乗り込みました。猫は、もう歳を取りすぎていて冒険は

出来ないのでエルマーを見送りました。エルマーが持っていったものは、チューインガム、

キャンディー2ダース、輪ゴム l箱、歯ブラシと歯磨き粉、虫めがね6つ、くしとブラシ、

七色のリボン、船に乗っている間の食料でした。エルマーが船に6日6晩かくれていると、
船員の、次はみかん島だぞという声が聞こえました。見つかると家に返されてしまうので、

こっそり船をおりたエルマーは、どうぶつ島に向かうために海岸を目指しました。海岸にた

どりつくと、点々と海の上を岩が続いていてその先に小さく、緑のかたまりが見えました。

そこから、 7時間かけてエルマーは、ぴょんぴょん岩を飛び続けました。そして、一番しま

いの岩からどうぶつ島に、ぴょん、と飛び移ることが出来ました。

ひとまずv エルマーは島を 2つにわけている川を探すことにしました。まず始めに、あわ

てん坊のネズミに出会いました。ネズミは、しんにゅうしゃだ~と言って、島のどこかへ消
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消えていきました。エルマーは、ネズミが誰かに言いっけないか心配になりました。夜にな
って川を目指していると、どこかから声が聞こえました。 rおや、サル君、何をせおってい
るんだい?J r病気のおばあさんじゃないかね ?J と2つの声が聞こえます。エルマーはこ
わくなって「そうとも」と答えて駆け出しました。後になって、その2つの声は、 2匹のカ
メだ、ったことが分かりました。てくてく歩いていると、 2つの大きな岩が話をしていました。

「誰かがこの島に忍び込んだらしいぞ。ネズミが言ってたからなあJ r気にしすぎだよ~あ
わてもののネズミの言うことだ。もうおやすみにしよう」と。それは岩ではなく、大きな2

匹のいのししでした。言い終わると 2匹は、ジャングルの中に消えていきました。
エルマーは夜中歩いて、やっと川にたどりつきました。川沿いに行こうとエルマーは思った

のですが、どうぶつ島は曲がっているので、まっすぐに進んでいたエルマーは、川から離れ
てジャングルの中を進んでいました。すると、 7匹のトラに出会いました。 トラはとてもお

なかが減っていました。そこでエルマーはチューインガムを放り投げ、 トラが食べている最

中に逃げ出しました。どんどん歩いていくと、大きな沼に入ってしまいました。すると、下
からく守わっと角でおしりを空中に持ち上げられてしまったのです。なんだ?とエルマーが思

っていると、姿を現したのは、角がくすんできて泣いていたサイだ、ったのです。そんなサイ

におそわれないために、エルマーは持ってきていた歯ブラシと歯磨き粉をあげました。サイ

がそれで夢中になって角を磨いているので、エルマーはさよならと手を振りました。

それからエルマーは、もとの道に戻りました。そこからすこし先へ行くと 1匹の動物が怒

っている声が聞こえました。いってみると、 1匹のライオンがタテガミをぐちゃぐちゃにし
て怒っていました。そしてエルマーを食べるというので、食べる前になぜ、そんなに怒ってい

るのか、エルマーは聞きました。 rお母さんライオンがもう少しで島に来るんだ。このタテ
ガミをどうにかしないと」とライオンは言いました。そこでエルマーは、七色のリボンとブ

ラシをあげました。ライオンは、上機嫌になりタテガミをセットし始めたので、エルマーは

その聞に逃げることにしました。

やっとリュウの渡し場についたのですが、リュウは川の反対側にいるのでいませんでした。

これからどうしょうかとエルマーが考えていると、 ドスンと大きな音をたててゴリラが現れ

ました。ゴリラは、ひどく苛立つていてエルマーに乱暴しようとしましたが、いきなり、 「か

ゆい!!Jと言いサルを6匹呼びつけてノミ退治をさせ始めました。しかし、ノミは小さくて
なかなか見つかりません。そこでエルマーは、虫めがねを6つサルに渡して、その場から逃
げました。ゴリラは、サルに固まれて前が見えなくなっていたので、簡単に逃げられました。

エルマーは、どうやってリュウがいる反対岸まで行って、リュウを助けようか考えました。

そうすると、ますますリュウがかわいそうになってきました。リュウは、ゴリラに羽をねじ

られて無理やり反対岸に渡らされて、ロープを引っ張られると、首が痛いので帰ってこなけ

ればならないのです。

考えていると、川でパシャンと音がしました。下を見るとワニがいました。ワニはエルマ

ーを食べたくて川に入ってくるように誘います。そこでエルマーは逃げ口上でとっさに、 「キ

ャンディーなら持っていますよ」といいました。すると、川からぞろぞろと 17匹もワニが
現れました。そこで、エルマーはいい考えを思いつきました。 rさあ、 l本は岸にさします
よ。キャンディーは水にぬらさない方がいいですから。」というと、 1匹のワニが岸へあが

ってきました。そのワニのしつぼに、 2つ自のキャンディーをくくりつけます。そのように
して、しつぼにどんどんキャンディーをくっつけていくと、長いワニの橋ができあがりまし

た。ひょいひょいとワニを渡って行くと、反対側の岸につくことができました。

反対側の岸には、騒ぎに気づいたリュウが出てきていました。動物たちが、エルマーは侵

入者だと気づき始めたので、急いでロープを切りました。そしてエルマーとリュウは、広い

空へと飛び立ちました。リュウは本当にエルマーに感謝しました。そして、 2人は、 2度と
こんな島にくるものか、と思いました。
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選んだ理由

1.リト一ドルをやり終えて

久しぶりにこの本を読み直したのですが、会話の表現や動物の描写がおもしろく、この年齢でも楽

しんで読むことができました。しかし、自分が読んだ話をリト一ドルするというのは、とても難しい

と感じました。そのお話のおもしろさを失わせずに、伝えなければいけませんから。けれど、やって

いくうちに、ああこの作者はここを楽しんで書いたのか、というところが少しはわかって、おもしろ

かったです。

II.なぜこの本を選んだのか

この本が、僕が初めて読んだ長編児童書だからです。そして、子どもだけでなく、中高生や僕たち

の年代の人に、もう一度、児童書に興味を持ってほしかったからです。児童書は、子どもの時に読ん

でもおもしろいのですが、歳をとってから見てみると意外な背景や設定に気づけたりしておもしろい

と思います。その楽しみを、多くの人に知ってもらいたいですね。
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